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緒面

著者らは，スギの赤枯症状部に見いだされる多数の菌類について詳細な研究を行い，本病の病原菌とし

て最も重要なものは Cercosρora crypto円犯行ae SHTHAI にほかならず， これがi猛烈な病!l;(性を現わして

大きな被害をもたらすもので，他の菌類は実際的にはほとんど問題にするに足らないことを，すでに報告

した(俳主主・渋)11 ・小林 1952) 。

本報告は赤枯病の的確な防除対策をたてるための基礎資料をえる目的で行った Cercospora crypto・

附eriae の生理，生態自<]'11:質および生活陪1探求についての諸実験結果を取りまとめたもので，なお，この

うちには公表済みのものも一部含まれてし、る(伊藤 1951ーし 伊藤 1951-b ， 伊蒸・渋川・ 1)、林

1950) 。

(1) 釜減分場長・箆学博士 (2) (3) 保護都留病第一研究室員
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本liIf究を実施ずるにあたり，懇)~~jな jIfj]-)行迫;を賜わっている当:l;易保護部長今関六也氏，いろいろと御筏助

をいただいた当i湯浅川分室野原窃太氏，秋川主;場{tiJ察才1;彦氏および限図作製にBJJ力された rl'川道夫氏に深

く謝芯を京ーする"

本菌の越冬

1. 分生胞子および分生子梗の脱落時期

国均において，木商の分生胞子および分生子梗がし、つごろまで寄主の忠則部に筏存しているかを知るため

に， 1948 年(昭和 23 年〉に予備調査を仔ったっその結果は 11 月上旬までは分生胞子が間少ながら，寄

主に附7E筏存していることを確訳したο それで，これをさらに確かめる円的で次の制察を行った。

(1) 材料および実験方法 東京都f] ，'，1，\区林業河験生引lIiI"Hこ 4 試I~区を設けた「これら各区は数十m

~数百m はなれており， 1 Jiil斥訴 2i下正|二世i木を実験材料とした ]949 '.[ミ(f昭和 24 in 10 月中旬検査

して， *病限病111には無数の分三ul包子が形成されていることを確烈した。

1949 年 11 月~:，t;J， 1950 年(昭和 25 年) 4 刀にわたり， 1ぷ月 2~3 1Il1検査して， 分生胞子および分

t[子守積が寄主休上に主主存しているカ‘どうかを調べたc その方法は件試験区とも p アト・ランダム (at

random) に他病 117を選び，病針奨に本間の子[')~あるいは分lf:. n更の有無を Jl- ~ペでおよそ調べ， これら

が認められる針泌を 10~15 (0;ずつ採集し， 11'1:ちにペトリ肌I)~のスライド・グラスにのせて運搬rj:Jの脱落

消失を防ぐようにして HIIの検査に供した

(2 ) 実験結果 10 月 20 日には無数にl認められた分生胞子は， 11 月 14 日になるといちじるしく

少数になる。各試験区によって多少の*11迭はあるが，分三1:胞子は 3 月上旬まで，きわめて î~ti'J ながら脱落

せずに筏っている場合がある〉しかし 2 月末までにはほとんど大部分が脱落するとみてよいようである
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スギの赤枯病に闘する病原明'1句ならひJこ病F照明'1'-)研究 (n) (伊藤・渋川・寺町 一 29 ー

分生下関もまた 3 月上旬までtこその大部分はIJ;~落するが，少数のものは 4 月上，中旬ごろまでfH宥佼存し

ている J これらの結果を11:;ij 記すれば Table 1 ~-=-示すとおりである。

2. 越冬中の形態変化

(1)標徴 接種試験によって発病したスギ1:nについて制察するに，忠治には病以西の子実体が散

生して形成され，陥緑色を呈し，英国からやや失t'l1 して毛ばだっ 病状のはたはだしい催病葉は全I国が本

菌の子実体で蔽われ， ffì'i緑色，ビロー 1JJ伏を呈することがある 1) (Text.fig. 1, A) しかし， 12 月ド旬

ごろになり，分生IJ包 F および分g二子 1更がIJì~落した後て、は，少しく炎出したIJ、!;~，，<!.íA*をなした子肢が42めら

れるにすぎな1. ,2) (Text-fig. 1, B; Plate 1, A) 

(2) 分生J!éJ干 10 月ド旬以降に形成される(東京F付近において)分生胞子はやや特異な形状をと

る J すなわち，一般的にいって胞子の附膜数が多くなり， 各細胞は短く， 隔膜の爪分でし、ちじるしく溢

れ i音色もまた波以になる (Text-fig. 2; Plate 1, J, K) 。 このような形状の分生胞子を，ここでは正

消型 (Normal[orm) に文、J してかりに“|耐久明" (Dauerform) とよんでおくことにする

I却場で 11 月以降恕められる分生胞子のほとんど大部分は，耐久平!を

fl:している 10 月ド旬に権病百iを採集し これをデシケーター(底部

に;塩化カルシウムを入れる)に入れ，蓋の孔には綿栓を施して迎ïfの通

気と乾燥状態を保って室内におくと，やがて憶病苗に形成される胞子は

はとんど全部が耐久現のものだけ('，正常 mlJJ包子は見られなくなる。そ

してこのlk!L~で翌年 4 月ごろまで[早存することができる。

“耐久型" IJd子は?ì'J);に発:月こして，正常型胞 J- と.f'~なるところがない

(後活)" 単間培養による消性質の比較および接種試験による病問[性の

比較を行い，この同型は全く同一菌であることを碓烈したζ Text-fig. 1. 

ι す『ヂ Needles of Cryptorneria 
( 3) Spermogonia および spermatia 越冬恨柄組叫r'q ，::::.は 12 月 attacked by C. cryptorn:!riae. 

下旬~3 月ド句ころまで spermogoni旦が形成され，この rl'には sper- (C. cryptomeriae によるスギの
赤1告病擢病針奨)

m乱tia IJ;充:附している spermogonia (土子座の一部が中空になって形 A. Needle collected in summer 

(夏型11票徴)
成される場合と，子~とは無関係に形成される場合がある (Text-fig. B. Needle'~oîî~~ted in winter 

3, A; Plate 1, B , C) へ sperm旦tia ，土棒状細菌状をなして黒色，大き 〔冬型標徴)æ'\\
《ぶ1ゲ

さは 2.6~4.2x 1. 0~1. 6μ，発芽能力は全く烈L 、 (Text-fig. 3, B)o [1 t'!ffl 

オド菌の生活史を数カ年にわたり i主立深〈探究したが，すでに報告したMÞ>.. μ或 lQ川

ように(い藤・渋川・小林 1952) , その完全時代はし、まだ発見されな

丸、。

(4) 分生胞子の新生 1948~1949 年， 1949~1950 年および 1950

~1951 年の 3 回にわたる観察の結果， 本菌は寄主の組織内に未熟な子

医あるいは菌糸塊の状態で越冬した後，この部分にER春新たに分生子梗

を生じ，ついて、分生胞子を形成することを明らかにした (Text-figs. 4 

~5; Plate 1, C, D, E , F , G , H , I) c 古い子座， あるいは脱落せず

に疲存した分生子梗からふたたび分生胞子が形成されることはないよう

20μ 

Tεxt-fig. 2_ Overwintering 
conidia (“D呂田rform") of 

C. crYlりtorneríae.

(“耐久型"分自胞子)

1 )これを“夏型標徴"といってよいであろう亡 2) これを“冬型標徴"といってよいであろう c
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Text-fig・ 3. Spermogonillm and spermatia 

of C. cγypt田neずiae.

(スベルモプニウムおよびスペルマチア)

A. Spermogonillm, B. spermatia. 

Text-fig. 4_ YOllng stroma or myc巴lial mass 

of C. cryρtomeriae in the tisslIes of diseased 

ne巴dle of Cryρtomeria overwinter巴d.

(スギ越冬権病針葉組織内の未熟な子~

あるいは菌糸塊〕

である。

分自白了引新たに形成される rr一切Jlにつし、て，東京l'il\目黒区林業試験場山内で観察した;:，'.1iI1，のうち， 1950, 

および 1951 附年の結果を]1前己すればつぎのとおりである。 1948 年および 1949 年には 5 月上旬ごろに

胞子の新たな形成を認めたが，さらに精査Lたところ，これよりもやや早いことがわカミった。

( a) 1950 年〔昭和 25 年〕 スギの 5 年生 3 年生， 2 年生の苗木および土から根を引き抜いてす

て寸こ枯死した'Ml\J~j j'{iを戸外に放置して越冬させたものについて調べた。その結果は 4 月 14 日にがJ若な分

生胞子の新生が認められ，同月 17 日にはほぼ完熟し亡いるものも多数あった(Table 1) 。 なお，戸外に

放置されて越冬した枯死苛にも，生きている苗木と同橡に分生胞子の新たな形成が確認された(伊藤・渋

川・小林 1952, p. 112 第 23 表参院、)0

(b) 1951 年(昭和 26 年〉 権病苗につ

いて調べた結果， 4 月 11 日にはまだ胞子が認め

られなかったが，同月 16 日にはきわめて幼若で

隔膜のない胞子が検出された。さらに 4 月 23 日

には完熟した分生胞子を多数認めた。

分生胞子の!jJíたな形成は各地方により，また同

一地方でもその年々の気象条件によって差がある

ことと思われるが，東京においては， 4 月中旬ご

ろから胞子は新生し， 4 月下旬~5 月上旬ごろに

は完熟するものとしてよいようである。なおいま

だ隔膜が形成されない未熟な胞子が，分生子梗に

附着したまま自然に発芽している場合もあった。

3. 分生胞子の土壌中て.の越冬

寄主体上に形成された分生胞子は晩秋~翌春の

Text-fig.5. Young conidia and conidiophores of 

C. crypto附 eriae prodllced on the overwintered 

stroma in the tisslIe of diseased needle of 

Cγypt明田γia.

(病針葉内で越冬した子座から形成された幼若な
分生胞子および分生子梗〕

間にほとんどその大部分が脱落することはすでに

述べた。それでは，脱落した胞子はそのままの形



スギのす、枯病に関する病原学的ならびに病問学的M'究(1I) (伊藤・渋川・寺町 - 31 ー

で， あるいは呉形をとって土mrl~で越冬するかどうかを知るために， 土察中から本菌の検川を試みた。

1949 年(昭和 24 年〕予備実験を行ったが，ついに本菌を見いだすことができなかったc それで，さら

に 1950 年(昭和 25 年)および 1952 1f (11日未n 27 年〕の 2 カ年，この実験を繰り返したり

( a) 1950 年の実験

(1) 供試土壌および突験方法 本)丙の被告はなはだしし、Wï:l:m土f廷で'表面から 1cm までのところの

ものをとった (4 月 12 日〕 実験方法は直接没、の一種である W]~OGHADSKY 氏法(1925) (岡Hl 1941) 

にijl1 じて行った 比"fl立m として土壌にスズカケノキの褐点病一菌 (Cercosρora ρlatanifolia ELI,]I' et 

日サ (1'1'6 and HωλKA 1950) の分生胞子(大きさ 30~80x4-6μ，本菌の大きさに近い)を混入した

ものを1日L 、たc

(2) 実験結果 試料第 1~3 号(阿川 l. c. の表示に1 とう c 以下同じ)には他の糸状苗のIl包 Tが

若干検出され，またJ七絞区て‘は試料 2~4号に C.ρlatanifolia の分生IJ包子が認められたが，赤trfíJ[li菌の

JJ包子あるいは菌糸l士会く見いだすことができなかった(

(b) 1952 年の実験

( 1 ) 供試土f琵および、実験プj法 人工擬種によって限病枯死した I白木の立った~lj'î木倒、の土援を，表面ー

から O.5cm までのところをとって風乾し(1月 8 日)，これから赤枯病菌の検出を試みた。実験方法は同

じく WTNOGBAl>SKY 氏法によったが，今l" H主遠心分離君主の[i rJ;l弘数は 1 ， 000~1 ， 500 I叫(日i分)として 5 分

間 ITった。なお，比較IIJ としてす、佑病菌の保存分生胞 Fおよび分生子授を土壌に混入したものを月]1.、たc

(2) 実験結果 比絞区・では試料第 2 および 3 号カ、らは分生胞子と分生子梗が，また試料第 4 ， 5 号

からは分生 f慢が認められたが，供試土壌からは赤枯病菌の分生胞子も他の菌{本も全く検出することがで

きなかったり

4. 分生胞子の戸合卜越冬試験

晩秋に採集した擢病的をデシケ{タ~ (塩化カルシウムを入れ，なお，査の孔には村íli'杢を施す〉に入れ

て袋内に保存する u寺は，病原菌の“耐久明"分生胞子は翌春まで安全に経過して，発芽力を(采~~fすること

はすでに述べたω それで、IJ包子が日外で越冬r何こたどる経過の一斑を知るために，著者らは次の実験を行つ

た。

(1) 材料および実彼方主主 11 月中旬日に，闘場で，憶病苗をノ!.-'ーペで検査し， 分生IJ包子および分

佐川更を有する創業を-:!l1め，ホロ{・グラスの[l rJ却に 5 (国ずつのせてこれをペトリ皿にスれる 戸外に，ホ

ロー・グラスを入れたペトリ皿(蓋は|徐く〉を重ね，直射光線および雨水がはいることを防ぐため，ガラ

スWìiiを力}ぶせ，さらに日記を;泣けた (Text.fig. 的。

毎月 1 回の割合で，ホロー・グラス 3~4 間分の病針案上の胞子を鏡検L.すでに戸外で発芽している

場合には，これを便宜上“自然発芽"とよび，鏡検総胞子数に対する百分率を“自然発芽率"とした。さ

らに戸外でいまだ発芽し・ていない胞子は蒸溜水， 25 0 C , 24 時間後の発芽を検し，これを“人為発芽"と

よび鏡検総胞子数に対する百分率を“人為発芽率"とした。ただし，実際には発芽試験に先だって自然発

芽胞子を未発芽胞子から除去することは国難であるから，あらかじめ鏡検して自然発芽胞子数を調べ，こ

れを除外した胞子数によって“人為発芽率"を算出した。

1) この実験を行うにあたり懇切な御教示をいただL 、 7こ，当場土援調査部土壌微生物研究室河田弘氏

に謝意を表する。
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Text.fig. 6. Apparatus for overwintering experim巴ロt of conidia of C. cryρtom付iae 益tdoors. 

(分別l包子の戸外越冬試験狭間)
sh: shad巴(日彼)， b: belI.jar (ガラス鐙)， s:stand(台)， p: Petri dish(ペトリ皿)，
h: holIow glass (ホロー・グラス)， n: diseased needles of Cry�tomeria (スギの病針葉)，

wp: wood plate (木板)， sl: soil level (地表面)

Table 2. Germination of overwintered conidia of C. cryρtomeriae. 

第 2 表戸外越冬分生胞子の発芽

l G刷出t品) I 4'í-同」J-
自然発芽!人為発芳三 最高最低平均

“ Natural" g定rmina. “Artificial"germina. ， Max. Min. Av. 
1. 1949~19日年(昭和1 24~25 "1') 

JX-5-1949 I 0 
XI-24ーグ o 
)(11-24ーグ 11.7 
1 ー 13-1950 I 15.0 
JJ-23ーグ 47.1 
1If-25ーグ 33.9 
ly-28ーグ 44.8 
V-23ーグ 9.5 

21950~ 1951 年(- a) 
Xlー 15ー 1950 0 
XII-19ーグ o 
1-22ー 1951 11.7 
]1-20ーグ 16.7 
'0[-20ーグ 25.8 
1'1-20- // 42.4 

3.1950~1951 年(- b) 

XJ-17-1950 I 0 
XIIー 19ーグ o 
I-22ー 1951 8.2 
l[-20 グ 6.2

]JI-2Cーグ 12.5 
1'1-20ーグ 35.0 
V-22ーグ 52.4 

*当場気象研究室の観視1j1f[l録による

19.0 23.0 
6.1 11.4 
1. � 6.8 
0.2 5.7 
0.2 5.4 
6.5 12.8 
8.9 14.2 
15.3 19.9 

27.0 
24.5 
10.0 
9.1 
9.6 

21.2 
2::l.2 
24.4 

11.8 
5.5 
3.0 
4.5 
8.6 
12.8 

6.9 
0.3 

-2.0 
0.4 
3.4 
8.1 

15.6 
10.6 
8.0 
9.5 
13.8 
17.6 

(-a) 

(-b) 

75.0 
53.0 
29.9 
11.0 
39.3 
50.0 
33.0 
65.2 

(昭和 25~26 {r'.) 

38.4 
46.9 
13.8 
43.3 
36.3 
53.3 

(昭和 25-26 年)
72.1 
53.6 
12.3 
53.7 
36.3 
67.7 
72.6 

!日 o cm 

気験年月日
Date of test 
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(2) 実験f倍以 1949~1950 年および 1950~1951 年ι芹った実験結果を示せば Table 2 のとおりで

ある τ

Tabl巴 2 をみると， 1949 年には 12 月下旬，また 1951 {fvこは 1 月下旬に，戸外の自然条件ドで分LtD包

子の発芽がみられた。それ以後4~5 月まで“自然発芽率"は漸次増大してゆく J また自然に発芽した胞

子以外の未発芽胞子について人為的に発芽試験を行った結来ば，概して高い発'!jõよ与を示したが，ただ 1 月

の発芽率がL、ちじるしく低しこれは両年度とも同一傾向をたどり p はなはだ明瞭な対照を示した。

上述のことから，本菌の分生胞子は，少なくとも東京附近では，越冬期間中でもその一部は発芽するも

Table :3. Germination of conidia of C. crypt�eriae in initial staεe (at 25'C). 

第 3 表 分生胞子の発苦手と経過時 IIJl (250C) 

整問[jl 却l 養液雌丸紅tzM43ml官官側}考
~~~.I î;~~~d I 立:tJZJ | cmぷぐ g町minating|pmmtaF|:zzidel Remarks 
No. (hr.) ~V"'，>V" counted conidia (%) 1 ðV"èμ〕

1蒸st 潟水| 650 21 3.2 
I 4 Distilled water 

2%ブドウ糖so液l.| | 500 4 0.8 
29合g111cose sol. 

|1蒸st 潟水 592 22 3.7 
E 4 

29~プ F. ウ糖液
2%glucose sol.l 

642 14 2.2 

l 蒸詰水
Distilled water 

267 176 65. ヲ

16 JII , 2%プドウ糖液 466 402 86.3 
2%glucose sol. 

のであり，また条件さえよければ，戸外でも，発芽能力を保持した

まま翌春まで安全に越冬する場合のあることがわかる τ

なおp この実験においても， 4 月下旬ころには供試病針葉上!こ分

生子模および分生胞子が新たに形成されることを観察している。

本菌の分生胞子の発芽

1.発芽経過

Van Tieghem cell 法により，蒸溜水および 2% プドウ糖液を

用いて 25 ご C で行った発芽試験結呆を示せば Table 3 のとおりで

ある c

Table 3 から明らかなように，本菌の分生胞子は蒸溜水中でもが]

4 時間後 (250 C) には僅少ながら発芽して，胞子の一端から短小な

発芽管をのばし，さらに 16 時間後には 65% 以上の発芽率を示した{

はじめ胞子の一端あるいはいj端から無巴の発芽管た出し3 後には

中間細胞からも側面に発見ユ管をfiI'長する I ブドウ糖液で 16 [1寺山後

(25' C) には中間細胞方 3 らも発芽管をU:lしている胞子が認められた

{Text.fig. 7) , 

“耐久型"分生胞子の発芽経過も正常型の場合とほとんど異なら

18 

12 

15 

l 胞子吋カら
発芽;庁を傾かに
伸長す

|同上
18 

|胞子の両端か b54 
1 発~::管をイ中長す。
阿』lA のみなら

12つ |ず，中間の細胞
l からも側同1Îに発
兆管を伸長す

20 ,u 
』ー『一一-一司-

Text.fig. 7. 1 nitial stages of 

germination of conidia of 

C. cγypt帥礼町iαe.

(分生胞子の発芽の初期)
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Text-fig. 8. Gennination of overwintering conidia ("Dau巴rrorm") of C. cη'Þtcm3riae. 

(“耐久型"分生胞子の発芽〕

ない (Text-fig. 向。

2. 培養液の種類と発芽

Van Tieghem cell '!:まによれ次の 6 種の枯養液によって発芽を調べたc 分生胞子は寄主上に形成さ

れたものを直ちに使用した。

(1) 蒸溜水
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(2) 2~~ プドウ約水間液

(3) スギ奨浸Hl液

スギの生誕 20 g を細かくすリつぶし，蒸ìf:J7k 1000 cc を加え， これを的地したもので， pH4 内

外。

(4) スキ、従~ml汁液 蒸溜水 1000 cc に対し，スギの生業 20g を入れp これを約 111寺IIU煮沸した後i底

Table 4. Germination of conidia of C. cryptomoriae in various nutrient solutions (at 25つ C).

第 4 "史 各律上L守護j伐.と分生)J包子の発子 (25'C)

経過 I時間
Period lapsed (hr.) 

6 li~f UiJ 後 2J r時 IliJ後域安液
Nutrient solution 発]ユギ l 最大発足二管長 発芽ギ |最大発卦ー管長

Germination Max. leロgth Germination Max. length 
percentage : of germ.tube percentage I of germ.tubes 

(%) (μ) (%) (μ) 

'゙i. �;l 7k 
Distill邑d water 

2?/O プ}:ウがれ夜 | 

2% glucose sol. 

3� スギ・禁浸出液 l 
ノ Cryptomeria.needle extract 

4� スギ契煎汁液
ノ CrYlりtomeriα.needle d己coct

3)+2% glucose 

6) 1)+2% glucose 

6.9 

5.0 

61.8 

82.3 

81.6 

69.2 

~6 49.7 

!� 63.2 

24 96.9 

36 95.5 

36 91.6 

33 96.7 

Table 5. Effect of temperatures 0ロ gぽmination of conidia of C. cry�tomeriae 

(in distilled water, after 24 hours). 

第 5 表 分.:Jリ]包子の発芽におよぼす温度の影響-1. (蒸潟水， 24 時間後)

fit 皮 Tel11per旦ture ( C) 

150 

195 

165 

240 

255 

210 

実験制 1
Exp.No. 

発5fó
Germination 

4 lo 15 2ヨ 25 28 30 35 

I 

J[ 

JII 

lV 

発=~:率一 , 一一 一一一I一一一「一一一「一一

Germination 0 7.6 65.1 63.1 75.4 I 53.8 I 27.6 
percentage (%) 

最大発茅管長
Max.le句th of ー 39 I 165 138 I 7 1 180! 69 
germ-tube (μ) 

発芽ギ
Germination I I 63.2 I 耐 .6 75.6 , 66.9 i 27.9 

1 P巴rcenta伊(%) I 
i 最大発見三管長 I 

Max. length of '的 9J 195 I 195 I 
germ-tube (μ) 

発芽率 I
Germination I 42.7 日 .4 67.1 I 73.9 I 

percentage (%) ! I 1 

最大発芽管長
M日. length of 60 186 180 I 174 I 
germ-tube (μ)\ 

発芽率
Germinati,?tl." 0 i 49.7 I 40.5 69.0 59.3 i 

P町centage (%)|l||  

最大発芽管長

45 

69.1 

180 

36.4 

Max. length of 36 69 165 I 132 I 81 
germ-tube (μ5- ~~ I~' .~~ 1 .~-

。

。

。

3 



- 36 ー 林業試験場研究報担「 第 76 号

jlij したもので， pH 3.6 

( 5) プドウ糖加!ll スギ葉浸出液 ( 3 ì に 2% のプドウ糖を加えたもの

(6) デドウ糖加用スギ奨煎汁液 (4) に 2% のプドウ糖を加えたもの

25 CC, 6 時間および 20 時間後の結果を Table 4 にかかげる。

Table 4 のとおり， 6 時間後の発芽はスギ葉浸出液および@汁液においてし、ちじるしく良好であるが，

20 r時間後て祉は各液問にはなはだしい差は認められない r

3. 発芽におよ iます溜度の影響

実験方法は前と同ーの Van Tieghem cell 法によったυ

供同')0JTは憶病苗から採集した正常引のものと， デシケータ{に保存した“|耐久型"の両者を使用し

たω

(a) 正常型分生胞子

(1)蒸溜水蒸溜水， 24 時間後の結果を Table 5 Vこ示すζJ

(2) 蒸溜水およびスギ葉煎汁液 10 時ilijおよび 20 時間後の結采を Table 6 に掲げる c

Table� 5~6 をみると，本菌の分生胞ヂ l土，約 24 時間後では， lOoC~450C の!ムー範悶にわたって発芽

する。 発停の適温も広く 150C~30'C では発芽率にいちじるしい差が認められなし、。しかし 350 C お

Table 6. Effect of temperatures on g巴rmination of conidia of C. cryptomeriae. 

第 6 表 分子IぅJJ包子の発芽におよぼす温度の影響-2.

1. 10 I時間後 (aftι，r 10 hrs.) 2. 20 時間後 (after 20 hr.s.) 

蒸溜水 |スギ英NU汁;液
蒸摺 7]\
Distilled water 

l スギ葉町f液
Crypto円zeria.needle decoct 日stilled lm 

羽fater needle 
祖皮 .. ~W' decoct. 

i足度

Temp. 発芽率 Ge発rm芽in 率
Germination Germination 

Temp. 発5J_:率 発芽ギ
Germination perceロtage Germination percentage 

pεrc. (%) perc. (96) (%) (%) 

(0 C) 1 I II ! rr 1 I J[ I III I IV I II fI[ JV CC) L I " 1 m 1 

25 56.3 , 25.8 I 57.6 89.3 25 i 64.7 I 62.8 1 74.1 , 77.2 I 94.7 197.0 195.6' 91.8 

28 45.8 I 12. 1 ' 91.2 91. 1 28 57.4 I 42.0 88.1 50.3 94. 己 95.9 92. 己 89.5

~;o 25.4 I 16.1 1 90.9 88.6 30 I 45.5 I 56.3 i 45.3 40.4' 86.8 90.3 92.2 83.4 

35 7.1 5.9 l 汚 I 15.9 125.1 I 17.3 I 23.5 I 2.3 I 4.9 I 2.2 I 5.2 

40 3.1 1.8 。 。 40 6.9 I 7.6! 3.0 I 6.9 I 1.0 I 0.8 I 0.2 0.6 

45 0.7 。 。 。 45 I 2.8 I 1. 0 I 0.2 I 1. 6 I 0 1, ;) I 0 I 0 

Table 7. Effect of temperatures on germination of よびそれ以上になると発芽率ははなは

だしく IJ、となる。
conidia (“Dau巴rrorm") 口f C. crypto円程 riae (after 20 hours). 

第 7表分山')8子(耐久型〉の発課におよぼす温度影響-3.
(20 時間後〉

| 発芽率 Germination percentage (%) 
温度 |←一一一一 一一一一-

T;;;;p. (�) 蒸潟水 ! スギ業煎汁液
|DMIld W2t町 ICηρtomeria.needle
I ~.~"...~~ "~W' decoct. 

10 九5|ι4
15 64.9 77 .4 

88.1 

88.1 

(b) “耐久型"分生胞子

蒸j留水およびスギ葉煎汁液を用いて

行った発芽試験の 20 時間後の結果は

Tabl巴 7 のとおりである c

すなわち，発立におよぼす温度の影

糾は，“耐久明"と正常型との聞に差は

ほとんど認められない (Text-f ig.8) 0 
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4. 溌芽におよぼす関係湿度の影響

(1) 実験方法 さきに著者ら(1'1'6 & H08AKA 1952, I'1'6 & KOJlAYASIll 1953) によって保m

された塩:jJjの:i/i!i飽和溶液によって関係湿度を調節jする方法によったり

分生胞子の!懸淘液ヵ、らスライド・グラスに 3~4 白金耳ずつ移してこれを乾燥させた後，あらかじめ一

定湿度に調節したデシケーターに入れ， 20'C 内外の温度に保ち， 24 時間経過した後発芽状況を調べた。

分生胞子は採集直後の正常型のものと，保存した“耐久型"のものの両者を使用した。

(2) 実験結果

(a) 正常型分生胞子 本実!致結果を Tables 8~9 に示す。

Tables 8~9 から見られるように，コド菌の分生JI包子は関係湿度 92~100% において発芽し， 87% 以下ー

では発亦が言問、められない

(b) “耐久明"分LI ，胞 F 本実験結果を示せば Table 10 のとおりである ι

Table 10 から明らカ冶なように，関係湿度 92~100% において発症し， 87% 以下では発芽が見られない

点は正常型の場合と同一であるが，“耐久型"はこの実喰期間では， 正常型に比べて概して発芽率がはな

はだしくノj、である。

Table 8. Effect of relative humidities on germination of conidia of C. cryptomeriae 

(at 20"C, after 24 hour,;). 

第 8 表 分LUJ包子の発芳三におよぼす関係湿度の影i^W-1. (20 C , 24 時間後)

発芽 Germination

J[ JI[ 

発 5F ::挙|発芽管長 l 発見f 率
Germinationl Length of :Germination 

(%) 1 tube (μ) (%) 

J品飽和淡 ~1'E!~I
Salt in over saturated 

solution 

度
目
山w

l
‘
i) 

市
川

d
f
w一

係
山
.
mげ

関
ぬ
い
叫

発芥率|発芽管長
Germination! Length of 

(%) I tube (μ} 

H20 100 52.2 175 84.::1 105 49.2 

K"SOl 98 11.8 :A 78.5 108 23.9 

KNO ,l 94 。 。 0.3 45 0.2 

K2HPOl 92 。 。 7.5 18 0.1 

KCl 87 。 。 。 。 。

KBr 84 。 。 。 。 。

Table 9. Efﾍect of relative humidities on germinaton of conidi司 of C. cry戸tomeriae

(at 23'C, after 24 hours). 

分生!山了の発見こにおよぼす凶係浪度の);J5;N~~-2. (23 0 C , 24 時間後〉

発!i' Germination 

第 9 災

iIi!IH'1l手口 /1主
塩類
Salt in 
over 

satutated 
solution 

関係湿度
Relati~e _ 1 II 

humidity 発芽率|発芽管長 発芽半!発芽管長
(仔9i手の) Géぽrmina旦出n4| Lm♂紳h of G巴町rrr口凶I

(ヲ%合) I tube (ωμ) C%) tube (ωμ) 

長
d
J阿

佐
ヨ
h
f
L

ヂ
吋
静
岡

発
M
M

R
一
口
。

率
Uつ

U
\、，
J

芽
-
m
%

Y
ム
/
{
\

発
印G

 

H~OωO 

K2S0. 98 

KN03 94 

K2HPOl! 92 

KCl 87 

KBr 84 

94.7 

93.4 

88.8 

88.3 

0 

0 

159 

75 

54 

90 

0 

0 

92.0 

89.3 

84.5 

80.4 

3 

0 

201 

156 

45 

42 

0 

0 

120 

135 

96 

12::1 

0 

0 

94.4 

74.6 

79.1 

60.3 

0 

0 
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Table 10. Effect of relative humidities on germination of conidi司(“Dau町form") of 

C. cryρtcmeriae (at 20 C, after 24 hours). 

第 10 表 分生問包子(耐久型)の発r]~におよぼす関係湿度の影響-3. (20 C, 24 時間後〕

泊飽和[
塩 湖一|関係湿度| 発 芽 G釘minatio口
Salt in I Relative 1]  n 11[ 

01町 l humidity| 発芽言「発芽管長._~語芽ぷ. I 発事骨長|発すf言円主主官長
salヰd| (%] lhrmi凶叫 L町民h of GぽmÍnat叶 ~~i~t~-;;; IG釘mi口抗i∞I~吋h of 

tlOn I (%) tube (μ) I (%) tube (μ)(%) tube (μ〕

1-120 I ∞ 12.8 3:) 11. 7 ぬ 7.4 36 

K~SÛ1 I 98 6.6 24 6.5 18 2.4 15 

KN03 I 94 2.8 18 1.1 9 0.6 12 

K21-1Pﾛl I 92 1.9 9 0.4 3 0.6 8 

KCl I 87 0 0 0 0 () 0 

KBr I 84 I 0 0 0 0 0 。

5. 発芽におよぼす水素イオン濃度の影響

Van Ti巴ghem cell 法により HCl および NaOH 規定液で水素イすン濃度をかえ， pH と分三þ.胞子の

発芽との[幻係を司i1;Jべた実験を/!ょに述べる

( 1 ) 実験ー 1 蒸摺水を使用し， 25 C および 28'C の各混皮で 24 時間後の結来を示せば Table

11 のとおりである。

( 2) 実験 2 上と同様の方法で， 25 C, 24 時li iJ後の実験結果を Table 12 に掲げる「

(3 ) 実Yvt-3 ヤマハンノキ生装煎汁液(;}く 1000 cc，ヤマハンノキ生薬 200 g，際糖 10g，調製

後 pH 4.6) を HCl および NaOH で規正して行った実験結果 (25 C, 24 li寺iUl後)は Table 13 に示す。

Tables 11~13 から明らかなように，本菌の分生JJ包子の発芽におよぼす pH の影響は大きなものではな

Table 11. Effect of H-ion concentr旦tions on germination of conidia of C. cryρωmeriae 

(a.fter 24 hourδ). 

第 11 表 分生胞子の発;比二におよぼす pH の影響-1. (24 I時間後)

1 (25"C) II (28 C) ]i[ (25 C) 

発芽率 |発芥率 I 発芽ギ i:最大発広管長

pH I ~町mir出n pH C:~!:~:::!~~n pH c:~~~2:::;~~n I ~~~~~.':';~~ 
し品g右 I percentage r~~ percentage! 0士 U 

3.6 

4.2 

4.6 

5.0 

5.8 

6.0 

6.8 

7.0 

7.6 

8.0 

(%) (%) (%) (,") 

37.0 2.0 31.6 3.0 77.2 102 

25.0 3.0 26.9 4.0 77.1 156 

凡() 3 ・ 6 11 ・ 9 5.4 丸 9 165 

78.7 4.2 12.3 6.2 55.4 105 

82.2 4.6 52.6 7.0 84.1 120 

80.8 5.0 61 . 6 7.6 33.8 J 05 

79.7 5.8 69.3 8.2 40.0 105 

89.4. 6.0 ~9.5 8.8 33.3 87 

48.2 6.6 62.0 

45.2 7.0 58.4 

7.6 65.0 

8~0 25.4 

8.6 58.2 

9.0 52.7 
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Table 12. Effect of H.ion conc巴ntrations on germination of conidia of C. cry�tomeriae 

(at 25 c C , after 24 hOllrs). 

実!投書号 l
Exp.No. 

第 12 表 分生IJ包子の発芽におよぼす pH の影響 2. (25"C, 24 時間後〉

発:w
Germination 

発身二ギ

|3  4 1 5 

Germination 6.8 I 16.7 31.8 I 

pH 

1 _p~_:ce~!'l~e_(~~) _ I 
最大発芽管長

Max. length of 伊rm.tllbel 114 12J I 135 1 66 
(μ) 

発芽ギ
Germination 1.9 : 2.1 50.2 40.7 72.0! 52.2 , 0.8 

percentage (%) 

最大発w管長
H 

Max.l吋h ぱ germ.t耐 21 ぬ 165 135 45 90 30 
(μ) 

発芽半
Germination 4.5 I 1.9 76.4 I 15.3 , ¥4.4 i 10.6 I 0.7 

lIf _pe代目匂ge (9�) 一
最大発芽管長

Max. lengtll, O~ germ.tllbe! 105 12 210 222 102 I 132 I 24 
(μ) 

発芽ギ
Germination 6.8 10.7 31.8 48.0 61.2 41.4 I 6.0 

percentage (%) 

最大発芽管長Max.l叫出 of germ-tL帥 1 14 120 1 135! 66 219 72 I 90 

lV 

(μ) 

Table 13. Effect of H-io口 concentrations on germination of conidia of C. cryptomeriae 

(in Alnus-leaves decoct. ，旦t 25 つC ， after 24 hours). 

第 13 ，犬 分!t:n包子の発年におよぼす pH の影響-3.

〔ヤマノ\ンノキ瑛煎汁+熊ml'ìr~ ， 25 'C, 24 時間後〕

発芽 pH 

Germination 
3i  41 5 1 61 7 1 8 ¥ 91  Cont.ll 

発茅率
Germi口ation I 79.1 89.1 91.8 I 92.4 I 88.3 I 90.9 85.3 I 85.9 

perc巴ntage (%) 

最大発課管長
Max_ length of 67 120 132 均的)判叫 151
germ-tllbe (μ) 

N<北巴s: 1) pH を布IìIE しないれを (pH 4.6) 2) 発芽管の伸長著しく，菌糸の状態になって測定不能

く， f抵端な険性lQIJおよひ、アルカリ悦1111jを除けば，あまり大きな影響はないといってよい

本菌の分生胞子の発芽におよぼす銅剤の影響

1.硫酸銅

これは分生胞子の発芽を阻止する，硫酸銅のi濃度を知るために行ったものである乙

( 1 )実験方法 スライド・グラスの上に分生胞子の濃厚懸褐液を 5 滴落ドし，一定面積に拡げて乾

燥する。この上にそれぞれ各濃度の硫酸銅液の 1 滴をおとし，直ちに湿室に入れて 250C 定温に保つニ

硫酸釦ij (結晶7./\を含む3 イヒ♀:用最純)液の濃度は，等量式ボルド{合剤を調製する場合にのっとって，

2 斗式， 4 斗式 5 斗式， 6 斗式， 8 斗式， 1 石式， 1 石 2 斗式， 1 石 5 斗式および 2 石式のおのおのに
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Table 14. Effect of concentrations of CuS04-so1utio口 0口 germination of C. cryptomeriae 
(at 25戸 C， after 24 hours). 

第 14 表 分生JJ包子の発:月二におよぼす硫酸銅液濃度の影耕一1. (25'C, 24 時間後〉

Experiment-1. 

硫酸銅液濃度!相当ボルド:;， I 発 芳
Conceüti-äfióñ 合斉Ij 濃度|ltrat10n 'C;nc'~;Ú;_ti;;;_ ー

CuS&O仏4- I n~_~ぱf i 総胞 子数 | 3FE培叫必刊噌i位出f詰
印叫叫山lut凶u凶凶ti叩 仰仰州〕川|mi5Zロ:相忌h〕1μ|

689 0 
472 0 
488 0 
569 0 
629 0 
608 0 
672 0 
616 0 
6 93o  

ω580 

1.2 i 2ÇI-Cー 10)1
0.6 I 4( 1-0-20). 
0.5 5(1-0-25): 
0.4 i 6( 1-0-30)1 
0.3 8(1-0-40)1 
0.24 i 10(1-0-:"0)1 
0.20 1 12(1-0-60): 
0.17 15く 1-0- 7り|
0.12 20( 1-0ー 1\:0)1

対照区 (蒸溜水)
Control (Distilled water) 

Experiment 2. 

1.2 2( 1 ーじ_. 10) , 

0.6 I 4(1-0-20)1 
0.5 1 5( 1ベーお)1
0.4 6(1-0-30)1 
0.3 1 8(1-0-40) 
0.24 1 10(1-0-50) 
0.20 1 12(1ーごー ω)
0.17 1 15(1-0-75) 
0.12 1 20(1-0-1∞) 

対照区 (蒸溜水)
Control (Distilled water) 

540 
536 
576 
552 
648 
650 
550 
78つ

5' 

0
0
0
0
0
 
1
1

つ
L
つ
ん

Germination 

dEITZaふ|最大捌ニL長
I Max. lenl2"th of 

percmmge i germ-tube(μ〉
(字詰)

0 

0 
0 
0 

0 
0 
0 
0 
0 

92.7 175 

0 
0 

0 
0 
0 

0.15 9 
0.18 21 
0.26 30 
0.37 18 

52.5 88 

Table 15_ Effect of concentrations of CuSO_>,so!ution on germination of conidia 
(“Dauerform") of C. cryρtcmeriae (at 25"C, after 20 hours) 

第 15 表 分生JJ包子〔耐久担〉の発芽におよ lます硫般飢液濃度の影響-2. (25-'C , 20 時間後〕
Experiment-l. 

相当ボルドー 発
合斉I1 濃度 I 

Concentration of '総胞子数 1
Bordeaux mixture Number of conidiai 

(斗式) counted 

1. 2 2( 1 ー〈ー 10) 802 
0.6 4( iベ- 20) 1 768 
0.5 5(1-ーコ- 25) 1 840 
0.4 6(1-0-30) 1 948 
0.3 8(1--0-40) I 979 
0.24 10(1-0-50) 1 961 
0.20 12(1-0-ω) 1 735 
0.17 15(1-0-75) 1 916 
0.1720(I-Cー 1(0) 1 758 

対照区 (蒸溜水〕
Control (Distilled water) 

Experiment-2. 

1. 2 2( 1 ーこー 10)
0.6 4(1ー0- 20) 
0.5 5(1ーコ- 2:") 
0.4 6(1-0-30) 
0.3 8(1-0-40) 
0.24 1 0( 1-0一日〕
0.20 12(1ー0一回)
0.17 1.5(1ーコ- 75) 1 
0.12 20(1 --0ー 1∞) 1 

対照区 (蒸溜水〉
Control (Distill巴d water) 

官tt酸~f1液濃度
Concentration of 
CuS04-so1utio口

(%) 

697 

け
斗A

Germination 

発芽胞子数| 発苦手芸名
Number of Germination 
germinating percentage 
∞nidia (%) 

j l j 
o 0 

i li 
ヌ46 35.3 

0
0
0
0
o
o
-
-
5
 

6
0
8
6
2
0
4
5
3
 

3
1
7
8
1
5
2
8
2
 

6
6
6
8
7
5
7
7
f
o
 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0.14 
0.13 
0.80 

52.4 655 343 
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Table 16. Effect of concentrations of CuSO.!-solution on germinatio口 of conidia 

(“Dauerform") of C. cryρtomeriae (at 25 コ C. after 24 hours). 

第 16 表 分生胞子(耐久型〉の発芽におよぼす硫酸針l液濃度の影響-3. (25' C. 24 時間後〕

Experiment-1. 

発 JA二 Germination らit酸長，tl液波度 中日当ボル lご{
Concentration 合剤濃度

,Concentration f CuSO.J_. I'-'V，.l"''':;.，.~lJ.l. l o. L J.V lJ. 

olu'tio';;' of B?rdeaux 総 }J包子数 i

m173思e iC03;2弘::ed|
発~~胞子数
Number of 
germinating 

J日さ山芽ギ I 最大発len芳g三t管h長of rmi口atio口 Max.
perce口tage zer日川ube (μ) 

山 1 10(1ベー叫 819 

0.20 12(1 ー←J- 60)1 756 

0.17 15(1-0-75) 974 

0.12 20(1ー0-100)1 692 

対照区 (蒸溜水) , 1 1081 
Control (Distilled water) 

Experiment--2. 

0.24 

0.20 

10(1-0-50) 

12(1ー0- 60) 

0.1715(l-o-75)| 

0.12 ， 20(1ー0ー 100)

対照区(蒸溜水)
Control (Distilled water) 

694 

968 

971 

856 

1016 

conidia 

。

7 

3 

。

424 

4 

7 

450 

(%) 

。

0.93 54 

0.31 60 

。

39.2 21 

0.14 9 

0.41 54 

0.72 9 

0.12 6 

44.3 126 

合まれる硫酸~r， ;Jの量から換算して，それぞれ， 1.2~6 ， O.69~ó ， O.5~ó ， 0.49ó , O.39i , O.24? í1, O.2?'ó , 

0.17% および 0.12% の 9 段階とした。また比較対照区には硫酸銅液のかわりに蒸溜水をf[]\，、た

(2) 実験結果:

(a) 正常型分生IJ包子 25 C , 24 r時間後の結果は Table 14 のとおりである

Tabl巴 14 をみると，実験ー 1 て‘は対照区は約 93% の発芽4与を;示したにもかカ、わらず，硫酸銅液の場合

はすべての濃度において全く発芽は認められず， 実験 2 では， 0.24%. 0.2% , 0.17% および 0.12?ó

できわめて刊;少の胞子が発:tj::した

(b) “耐久型"分生胞子 25つ C ， 24 時間後の結果を Table 15 に示す。

Table 15 のとおり“耐久型"分生IJ包子は正常郡山子と全く同ーの傾向になっているべ

さらに， jM~度 (0.249ó ， 0.29ó , 0.17~ó および 0.12%) の硫酸釧液について行った実験結果は Table

16 のとおりである。

Table 16 をみると，これらの低濃度の硫酸釧液では， きわめて少数ながら脳 Fの発~:ががめられたυ

2. 米ルドー合剤

(1 ) 実験方法 The American Phytopathological Society (1943) の提唱したスライド発芽検定

試験法 (Slide-germination method) を参考として次のような実験方法を採用したご なお，これに類、し

た方法として問中氏法 (1951， 1952) があるご

清洗したスライド・グラスに各濃度の殺菌剤を撒布し，直射日光のあたらぬ場所で乾燥させた後，本菌

分生胞子の懸渇液を点滴してふたたび乾かす 草色、たら直ちに湿室状態に保ったペトリ皿の中に入れ，

260~270C で 24 時間後に発芽率および最大発芽管長を測定して殺菌効力の指標とした。

スライド・グラスに殺菌剤がなるべく均一に，そしてまた等しい程度に附着するようにするため次の撒
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布方法をとった。すなわち， 20 x 25 x 35 cm 大の紙絡の， 20x25cm の国を切り絞いて机上に机たえる。

この紙P釘の r[コにスライド・グラスを入れ，開放した1日IJから市販の真鈴製(ニッケノL鍍金)話吹きで，約 1

秒ずつの断続で， 30 l"ÞiL\JJ散布する スライド・グラスは噴射方向に平行に符のほぼr[-l央;'ibに並べ， 噴射

口から約 40cm の山離に i泣いた 1噴射口の高さはスライド・グラスの凪jカ‘ら約 10cm とし，各回，各濃

度とも同一綴吹きもどよく清沈して使HJ し，なるべく均一なj散布を行うようにi主Iました

ボルド、{合斉1]の波皮は 2 斗式， 4 斗式， 6 斗式 8 斗式 1 石式， 1 石 2 斗式および 1 石 5 斗式。、ず

れも等霊式〉の 7i霊とし，また生石氏液および硫酸銅液は各濃度のボルド{合斉1]を調製するのに使用され

るものをおのおのl1)i'&lJに撒布した なお比較対照区は，殺菌剤のかわり ìこ蒸溜水をJtjl，、たはかは同ーの方

法によった。

(2 ) 実験結* 各濃度のボルドー合剤，硫酸主阿波および生石灰判定のおのおのについて， 41Li lにわた

って行った実験結栄は Table 17 のとおりである ただしこの表には発芽管の測定結梨は除いてある 2

Table 17 を見ると，対照区は平均約 77% の発51ミネを示しているのに，ボル|、{合剤および航自主銅液の

各濃皮とも，それぞれ 0.5% 内外の発京半しかがめられない

ボルド{合剤jの濃度と分生JJ;Q子の発~_:率について分以分析によって検定の結果は，対照区と L 、ずれの濃

度のボルド{合剤との[nJにも， 1 %の危険率で有志の72があるが，各濃度[ifIには有志差が認められない

Table 17. Effect of conce口tratio口s of I30rdeaux mixture, CuSOl-solution and 

Ca(OH)2唱olution on germinatio口 of conidia of C. cry戸torneriae (by slide-germination 

method , at 26 c C, after 24 hours). 

第 17 表 分生JJ包子の発]ôにおよぼすボルド、{合斉1]，硫酸釧液，生石!火液各濃度の影響

(スライド発穿検定試験法による， 26 C, 24 11寺間後〉

相当ボルド{合剤濃度

Conc巴ntration of Bordeaux 
mixture 
〔斗式〉

2( 1ー lー 10)

4(1ー 1-20)

6(1ー 1-30)

8(1ー 1-40)

10(1-1-50) 

12(1-1一回〉

15(1-1-75) 

対照区
Control 

ボルドー合剤 | 硫酸釘l 液 , g:石氏液
Bordeaux mixture CuSO.[-solution Ca(OH};-solutio口

発芳三 ギ l 発:応挙 発江戸率

21(%> 12222(%> 3r;:231(m

EA約三 No. 平均JPJ附号 No.1平均 EYZ!問分 No.1平均
l;-''::''''__~.I..I.-':_~~''' ..._ー -:::_IAv 日jJ~"U~"C .w. IAv.' ~:"jJ三一一一仙 .w・ IAv.

[ I n I 111 I lV ;.... 1 I JI I 111 I IV ••••. T n 1 11I lV I 

。 1. 0! 0.51 中 41 0 1 0.51 0.51 010.3116.2; 0.8: 0; 0; 4.3 

o I 1.6' 0: 0:0.4 I 0 1 2.41 0.51 引 0.713.2 1.1! 0.8 , 4.112.3 

01 1.3: oi do.31 01 1.61 1.21 01 0.7112.313.110.8: 4.4' 5.2 

0|o q oli0210|l71011011791 06i O 叩 1. 7i 12. 7 
0; 010.2:0.051 010.:::1 01 リ 0.117.4 ， 3.5 1 1.243.7113.9 

0 1 d  1403105|011 01341140414619112 か 1.91 17 . 1
1 1.3: 0.4: 0.5 ,0.6 1 0 1 0.31 0.81α0.3137.1:14.71 |!  v.-XI uoulvoU I V I JoVI v , ul vl Vo'-T_)l. l:J-r.L1 ~..7(v. c.} i 

蒸溜水
Distilled water 

発芽率
Germinatioロ percentage (%) 

実験番号
Experiment No. 

I II 111 IV 

80.7 78.0ω9 I 86.2 
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本菌の分離および培養上の性質

1.分離

病未日 rtlil虫、ら常法による木菌の分離は数十回の反復実験にもかカもわらず不成功に終った。それで以後はも

っぱら台井氏主主ぐ吉井 1933) の-~法によって分生胞子からの単個培養訟を採用している。ぞの方法:土

次のとおりである。すなわち，消沈したスライド. ".ラス上に木商の分生胞子の濃厚懸渇液を 1 滴々下し，

これに 2 ~6 政殴~";Jj液を 1 滴加えて白金繰で痩押し3 直ちに 2FL プドウ 1防寒ちで(あらかじめ脱脂綿で稽'ì@

して塵芥を除去すf なお，ペトリ肌は殺菌渋み〕に線状に軽くなすりつける。ペトリ皿の底部(から低倍率の

顕微鏡で観察してJI包子が凶'fnこま iJ.れているかどうかを確かめた後， 25οC 定温部に入れる 発芽信・が適

宜に仲長したころを見汁らってこれをJ反り，'l\し，分生胞子からの単f，'f;î:l:l'~長益ζを行う(I'J刊I

r'r凶Ò & HüsλK王ZA 1952, h'� & KOJ:A YASHI 1953)。

著者らが 1952 年(昭和 27 年〕までに分離した本菌の菌:tt-.覧表を Table 18 に掲げる八

Table 18. Data of stock cultures of C. crypto明eriae (1948~1952). 

第 18 表 本菌の培養菌株一覧表(昭和 27 年まで〉

可!â(~\ 採集地 l 材料 iagi盟官官7 備 考
N~'~ Locality Ma削a1 ~~~'l;~i~~ is~l;ti;n Rema巾

C- 1 東京都目 H~区林試1'1'，';内 2 ~I三生'ru

C-2 1%f1潟県新発nlilf グ

C-3 1 東京ElI川県区林試店内 4 年生

C'-4 1 群馬県日井町小根山 2 年生首

C-5 1 東京都南多摩f1f>lßi山村 2 グ

C-6 1 東京都目黒区林試梢内 2 

C-7 I 東京都南多摩町横山村 2 

C-8 同上 2 

C-9 I 山形県最上耐え位村釜淵 2 ケ

C-l0 1 同上

乙 11 茨以県新治郡九重村

C-12 1 新潟県新発日l"m 2 

C(s) ー 13 1東京都ifl 川ヶ谷区成b却1[1 2 

C-14 1 山形県最上郡/!c(立がI釜V:\II 2 グ

C-15 1 グ其釦 11町 2 グ

Cー 16 1 秋田県川i印刷i}岡村 2 

C-17 1 山梨県東山梨郡中牧村 3 

Cー 18 グ 北巨摩郡日野春村 1

C-19 I 
C-20 広島県隻三五î;三次町 2 

C-21 岐阜県恵那郡本郷村 3 

C(c) -221埼玉果秩父郡荒川村 |造林木 (7 年生〕

分生JI包 :r Nov. 6 , 1948i 

1 ァ Nov. 24 , 19491 

;ゲ Aug.l日1 ， 1円9約

Sept. 8 , 1949 

'l 

'/ 

'l 

Jan. 24 , 1950; 

Jan. 12 ， 1951 ，“耐久型"胞子から分離

Ja口. 22 ， 1951 同上

Nov. 18 , 19501 

Oct. 25 , 1950i 

イC-2 と同一材料を野外放
Apr. 28 , 19501 υVilì'(!!立冬後分間t
Sept. 2J , 1950:Sequoia giganteα か以分断水

;oct lo, 1951 

Oct. 29 , 1951 

Oct. 12 , 1951 

C(c) -231 三田川村 | ケ (5 年生) , 

'Jun. 25 , 1952' 

July 16 , 1952 

Oct. 28 , 1952: 

C(c) -241 " 吾野村 | ρ (7年生〉
C(c) 吋 U 荒川村 I // (7 年生) , 菌糸 Nov. 13 ， 19叫溝腐病患制且結力、ら分隊料

Notes: *，林ー・..続報に詳述の予定
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2. 培養基上の菌叢の特徴

本菌の菌叢が，各種のlfý主主主~，経過日数および各菌株によって，どのような特徴を呈するかを知るため

培養実験を行ったコ 供試菌杉j，は Table 18 に抱げたものの中から 8 菌株を:芸び，培養基は次の 4 種を用

い，温度は 25つC 主した。

馬鈴薯寒天 馬鈴薯 200g，蒸溜水 11， mi糖 20 g，宛ヲて 20 g 

斎藤氏醤油寒天 タマネギ煎汁 100 cc，醤油 50 cc，熊糖 50g，蒸溜水 850 cc，寒突 20g

プイヨン寒天 蒸溜水 ll，ペプトン 10 g，肉エキス 10 g，食塩 5g，寒天 20g

WAKS~IAN 氏寒ヲミ 蒸溜水 ll ， プドウ糖 10g， ペプトン 5g， KH3POι19， MgSOI ・ 7H30

O.5g, 空襲天 20 g (pH 有IìTEせず〉

2[自の実験結果の:要点を Tables 19~20 に示す。

Table 19. Macr口scopic appearances of mycelial coloηy of C. cryρtomeriae on various 

agar-media (Experiment-1) 

供試菌株
Stock 

第 19 表 培養基上の菌撲の特徴(実験 1 ) 

菌叢の特徴
Macroscopic appearances 0f mycelial colony 

No. 馬鈴薯寒天 ! 醤 1由寒天 | プイヨン寒天 I WAKS)lA-:\ 氏衆天
Potato agar ! SArro'円 soy agar Bouillon agar iw AKi'ì\1λN'S sol. agar 

3 日後 (after 3 days) 

cー 16 1;若草町問書官2し。菌叢直|出支出宅4f問|建計三上の酬と
|る菌叢直径 4.5 lTIlTI 11-l-: V .  V .L.tJ. l.l.l.るη 回W~~lrl 筏 3mm [菌叢直筏 3 m111 

c-14l 同上っ菌叢直径 4111m 1 同 ko グ 3.5mml 同上。 グ 3111m 1 向上o グ 3.5 mm  

c-21 向上3 グ 5m1111 同上。 か 3.5mm 1 同上。 ヶ 3mml 同上。 グ 3mm 

ト 4 同上 グ 3.5 111m 1 向上o グ 3mml 同上o グ 3mml 向上。 ヶ 3111m 

C ll i 同上。 グ 4mml 同上。 グ 2， .5mm 向上o ゲ 3mml 同上'/ 3mm 

c-31 同上c グ 4mml 向上o グ 3.5111m 1 向上 グ 35mm| 同上。 グ 4mm 

C 17 1 同上。 (向上c グ 5 111m 1 同上。 1 同上c
C-20 I 向上 グ 3.7 m m  I 同 _1-.0 グ 3m叫同上《 グ 3.5mm| 同上。 グ 3.5m111 

B 日後 (after 8 d且ys)

!菌叢中央部は白色，縁 i 閣誌は淡政緑~廷潤色|菌殻は|リJぽ~球々間色 1 ï醤叢は白黄緑---1jをj;Ji色
C-16 辺部は明黄禄---1Q鈍 1 を旦す。 1 を呈す。 1 を呈すり

i色。菌叢直径 8mm 1閣議直径 6.5mm 菌叢1削毛 4mm 菌護直径 5.5mm
;菌叢中央部は白色p 縁|菌叢は淡黄緑~葉鈍色 l菌叢は黄緑~黄鈍色を|菌殻中央部は白色，縁

い|富市l語講苦!cJtt|音量注 7mm I轟径 5mm lZ?唱sriZ鈍
閣議中央部は白色p 縁|菌叢は明黄緑~寅肉色|菌叢は明澄~葉々 ifuj色|菌叢は明黄緑~寅鈍色

C-2 1 辺部は明黄緑~葉鈍|を呈す。 を呈すo を呈すコ
|色。菌議直径 lO.5mml菌叢直1歪 7.5 mm 菌叢直径 4.5mm 菌議直径 7mm

!商議中央部は白色，縁 1 -;::t:t;~Jf; I 4- .ì',k ~ V_t_ .:::-t� 6J-: t:f:t;~~I_ 4- []q fﾘ(:_ _-:f;I:: L. .�'!l.II.1 
C-41辺品は明黄禄~黄渇|菌叢は淡黄緑~以鈍菌叢は明澄~黄々間|菌設は白責議~黄鈍

|色商議直径 9mm 1色。菌議直径 6.5mml色。菌叢直径 4.5mml 色菌叢直径

C-11 I 醍店長は淡黄緑~寅鈍|菌設は淡黄緑.......，Ji~ 鈍|顎華は葉市ト主主鈍色。|閣議は淡黄緑~黄鈍
一 |色菌叢i直径 8.5mml色。菌設がG~ 6. 邑 mml 医I震直径 4.5mm 色。閣議直径 6.5mm

c-315需品百皇官主翼|菌殻は|阿武紋~悶 l菌叢は淡黄緑~Ml 商設的黄緑~葉鈍
i色て菌叢直径 9.5mm|色。菌設i白径 7.5mm I色。菌叢直径 5mm 色菌叢直径 8.5
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株
L
菌
d
入

山
川hN

汁
ν

商設の特徴
Macroscopic appearances of mycelial colony 

馬鈴薯寒天 | 醤 ilu ;i堅実 | ブイヨンタ事天 I WAJ王将丸山氏寒天
Pot呂to agar S,\l'J'O's soy agョr Bouillon agar IWAKS)fA)¥'s sol. agar 

I~伽|刊紙叫[色。閣議直径 8mm

C-20 I 菌設は淡黄緑~黄鈍開設は淡黄緑~黄鈍|菌叢は黄緑~Jll鈍色。|菌君主11 淡黄緑~資鈍
|色J 菌議直径 9mm 1色コ菌殻直径 6.5mm 1 菌議出径 4mm 色菌;笈瓜径 7mm

12 日後 (after 12 days) 

菌設中央部はやや白

C-16 I 皇hrT官官華料警報黙示問罪判戸~寅々潤色|警宮崎航路詐
i\i\は濃色培主基に屯|央却は少しく陥色ぃ I ;]，~，~，-;i_ ~ t:. rnn-. 寅鈍色を呈する
裂を制z升l~げミ子ずる |一菌闘菌訂控;íi':[託{径笠 9仇口.J5mm |菌叢萌鵡íl惟i江L
筒謎医雨庇t(径釜 lの3.5mm I 

騒結??Z店員ELl菌設は白黄緑~黄河色院は附~荒々潤色 [E需品臨主主語
Cー14 I 貨消色を呈する:， :r-è1益 l を呈する。 I を量ナる t:_ c ~~~を呈するリ

齢陵台ま乙弘 |菌殻直径 10.5mm 蹴出径 6.5mm 蹴蹴 11.5ml11

野店主「官房長詰(臨はlIfi蹟緑~1I:lì:llil色;菌叢は附~黄明色!野弘臨時謀
C-2 I 色，最外縁部は淡色。 を呈する o を呈ーする o ~貰鈍色を呈する
?話52!?ii121菌制官 11mm 蛾l峰 6mm 1 町蹴臨長ゐ仙lι附ι
菌2叢控の大部分は白色 \_~U... . _'~.." _'."，，~ 
縁辺部仲そかにl珂黄緑~，菌T授は白瓜緑~寅潤色!菌設は淡1笠~黄々潤色|同1-.0

C-4 IJ立濁色ぅ培養基にfÐ.裂|を早する。 I を呈する。
を生ずる心 i間経 10mm 菌諮問壬 9.5mm 菌議直前 5mm
菌議直径 13.5 m m  

1 菌設は淡貰~京i''Îi色 1 -;:L_jf~，I'}")，4-，'1"d.ys.::_ ."':.~)，' h .�'lR_l.fr.. I 

cー 11 I 中長部やや白色最hl聖堂宇?緑~捌色!盟諸t!\i~荒々間色|雪塁手lr緑~蝋色
|縁部は模色 I á~;...;~ 0 t:_ .-.-.__ I 
|菌叢直径 limT1 l 菌叢直径 10.5mm |菌叢直径 6 mrr1 I 菌議直径 10mm

1 菌î{~中央部は白色，縁 i 菌設は白業容~葉西日色!-;:t:!:;~I..l- :N<';':Y.'.'< :o:lit:: L.ìlJl1.fi. 1 菌叢は淡政録~真純色
|辺部はl川黄緑~持母手|を量し，中きF;やや白|菌叢は淡間~賞々 ì1l'，j色|を呈し土技法に氾裂を

C〕 3| を旦する(明恒比山|色。椛益基に ι臼裂を生|を呈する ι |生ずる。|裂を生ずるずる。 I菌叢直径 6.5 mm  
1 薗部首歪 14.5mm |菌叢i直径 10.5mm i m |首叢邑後!日 ml11

1 菌叢は白黄緑~Jlt i笥
C-17 I [色，士"lr1Íf基に危裂を坐

ずる r 菌叢直径 16mml I 

C-20 I 菌叢は淡資緑~寅鈍 1菌叢は|珂黄緑~黄鈍 1菌叢は淡澄~黄々世51 菌叢は l開設議~黄鈍
ム i色。商業直径 14mm [色。菌叢直径 10.5mm[色。菌謎l証径 5mm 色~菌援直径 11mm

23 日後 (after 23 days) 

[首設は白色を是し間関は白色p 白黄緑~|雪塁手登叱輩記詰|聖堂tF斡品222Cー 16 I かに淡{胞をfifびる ν 良湖色がf曜かに混入。|手L白色に注亘すυ |を混ずる O
1 菌叢直径 23mm 菌叢白径 16mm 菌叢位在 6.5mm l 菌議直径 20mm

i菌設は淡黄緑~束尚色菌援はl甘j黄緑:~}([鈍色

Cー14 I 同上。 I を呈し，部分的に白色|向上-<-~ r 
.-を呈し，白黄緑を若干

菌議直径 22mm を混入する菌叢直径 6.5mm 混入。
1 産i叢直径 17mm l 菌叢直径 19111111

戸時思議若最lF22諮問l 同上。 I 警告をお~黄鈍色
|菌叢直径山m |富皇室長。 19mm 菌叢直径 7mm 1 菌叢直径 18mm
|菌護は白色，傑かに淡菌叢は明黄緑~黄鈍色

C-4 I 桃色を帯び，最外縁は|菌叢は白色を呈する c 同ト。 I を呈し，一部に白色を
1謀議。[産i叢直径 16mm 菌叢直径 6.5mm 1;昆ず。
|菌叢直径 23mm 菌叢直径 19mm

|鴎は白色を呈し，最|害警伊望書ζ百221 向上。 1 菌叢は|珂黄緑~黄鈍色Cー 11 1 外縁部は濃緑色ι | 血 i を呈する。
間直径 21mm 駐在住 16mm !醸醗 6.5mm I 臨醗 16mm
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供試商i~l; 1 
Stock I 
No. 

芭I 設の特徴
Macroscopic appearances of mycelial colony 

馬鈴薯寒天 ; 替 1L[1 !J尽天 | ブイヨン寒天 WAKR~IAN 氏寒天
Potato agar SAl~'O'S soy agar Bouillon agar IWAKF' ~[AN'S sol. agar 

局長「14h白ι 利点王吋緑~支配;ι 曹謀説諒372
C 31Mlは白黄緑~荒向|色を呈す。 |菌削径 7.5mm lmlは l珂黄緑----1ft 鈍

|色商問L径 23mm 1閣捻直径 201TIrll I n_::JH:<IU.1J:: 1. v ll lJ H 色， j布切l立壬 20111111

菌識の大川以〉は白色， I 
C-171 i 最外縁部は白Jlt~~k""'"京|

lì笥色 | 
商業直径 28 111m 

c-20 lE勲鵠喝恥縁 1I手紙舵Ef蓄(同七
I ~!;\g~í~.~/Ii;~~ -~:;':~'ßCC 殻に起伏あり菌設直径 6
1商J;;12ú~_ì-径 23111111 商議直径 18 111m 

商叢は WJ 黄緑~葉鈍
色。菌議院径 19mm

、 Not匂:色彩は双方可営林同制 (1943) 休業試験基礎訓歪i引J標準色名による 菌謎 11'1:径は 4 個の平均。
*分生胞子の形成を1i1fi認

Table 20. Macroscopic app田rances of l11ycelial colol1y of C. cryptcmeriae 0口 various

agar.media (Experiment-2). 

第 20 表 培養以上の商議の特徴〔実験ー 2)

菌擦の特徴
Macroscopic appearances of mycelial colony 供試菌株|

Stock I 
No. 馬鈴薯寒天 | 醤 litl ~天 | プイヨン寒天 I WAKSl\IAN 氏寒天

Potato agar SAI~:O'丹 soy agar B口uillon agar IWAK削AX'R sol. agar 

9 日後 (after 9 days) 

ι161ml市立:132di閣議は白川~州|臓は川悦~荒々鈍 |E予!日!1ii洋平官営
色。菌殻直径 ;7~;~~1色。菌叢íf1径 11 ;11m-1色。菌加i径 8 111m "1をおびる c

1 商議直径 10
|産語版蔀扇面色，認1#?'Ji I. 4- rm ~~~ -<-~_I._ :.,#., ."ff.'~ 1 -;:;t:?i~)'4- nr.l .f.rt_ .=?F. )_ ;'~.I ~語101，央副主白通j 縁

Cー 14 1辺部は黄緑~業向色 |菌設は明黄緑~友潟[産設は明燈~荒々濁|辺部は刷業禄~策鈍
|轍直径 í~'l ~ 5~~cO 1色。敵陣 10mm 1色c 臨直径 6m111 1 色。臨直後 10mm

Z刊日間前五百|判長135iUn叩語(JRI
C-41思議日時三品菌叢は白州~問|献は白股~わ河|菌誌は白黄緑~捌

i色。前提直径 Irl~5?n{~ I色菌叢也径 9. 5mm l色菌殻直径 7mm 1 色。菌謎丘径 llmm

|菌殻中央部は白色，仙 I #~gfrl 4- r--Lr -::#-:?-~~._ =:!if:? .�'Y!! I #'="2"n.4- ,,/* =lb.o: '{."=I._ =:1;'; l.......r. i Cー 11 1 の部分峨黄緑~寅鈍|菌叢は白黄緑~賞濁|菌叢は淡賞緑~焚鈍|菌設は|珂黄緑~寅鈍
|色。菌殻庖花 12mm|色。菌議直径 9. 5mm l色。直接直径 6. 5mm i 色。菌議直径 10.5mm

c-3ilJF品li臨時間i;tffrifiZEJUJ| 塁手柏駅了間
五 ili併話番町語品面河函Ji品目2125il草郡

1 ì#;~ì，4- ~ý=t _ _~bJ':#~ 1 t!:ti~I 4- n!=l ~ �:=:t._.=:5t: l..."r,- f ï!!;'~ï.4- t--Lr +zt，;_.~ )... ，~ー|菌設中央部は白色，縁
C-20 1 菌叢は黄緑~黄鈍色。|菌叢は明黄緑~賞鈍|芭叢は白澄~寅々角|辺部は淡黄緑~貰鈍

l臨直径 16.5mm i色。醸直径 16mm 1色c 臨I直径 7.5mm! 色。菌醗 13mm

16 日後 (after 16 days) 

1 菌叢中央部は白色，偉
い i皆目盟主FE時|醸は自制~悶|臓は明校~わ渇|かに淡桃色をおび縁辺

色。臨直径 22 叫色。踏峰山m 色。醸iã径 9mm 醒酢王子色。

l菌叢中央部は白色，縁|菌叢中央部は白黄緑~I 菌議中央部は白色，僅
C-14 1~011は濃緑黄~緑鈍|黄街色縁辺部は白黄|菌叢は明燈~黄々濁|かに削胞をおび，縁

|角， 0 中央気中菌糸は綿|緑~貰鈍色。 I色ム菌叢直径 8mm 辺部は淡黄議~黄鈍
1状。菌護直径 18mm 1 菌叢直径 17m111 I 色菌議直径 16mm

一一寸額融制白色，縁|時中繭主白色，縁|菌叢は白黄緑~黄潟|向上。
しーム 1辺部は濃緑々~黄鈍|辺部は白黄緑~賞渇|色O 菌叢直径 9~{~J I 菌叢直径 17.5mm

!色。菌叢直径 22mm I色。菌叢直径 24 mm  I c.o 12S1=IEL'tt /...... I 
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{共試菌株! 閣議の特徴
Macroscopic appearances of mycelial colony Stock 

No. 馬鈴事事tJl~ 実 携 ìl lJ J)f宍 i ブイヨン寒天 WAlζ8i\fA 1¥ lí: )}ó天
Potato agar SAI'J'O'S soy agar Bouillon agar 'WAKR�IA]¥'S soし agar

1 時 I菌設中央部は由貿紋~1 1 全国粗なる白台気中国
c-4 I 菌撃は白色。 I双肉色，縁6Zl部は白瓜 i商議は l珂主rf:----寅々間糸で縦われ， f'fiかに淡

|医i殻1(1:径 17.5mm 級~耳石鈍色 |色 商議直径 8.5mml 桃色を拾すc
1 一 一一 |菌殻i~_I空!竺型 菌叢直径 15.5mm

C-11 I 同上 |同!日 |菌設は淡黄緑~黄鈍|菌設は川緑々~黄鈍
"1菌莞új'Ll~ 18.5111m I 菌議直径 13111111 色 菌号室直径 7ml11色。菌叢直径 16.5ml11

c-3iE書店協主TE時 l盟;持軍習弘富岡護は白河色。 I 時は白色。
一色._ 1\Oil1~WL径一23~~1~" 1色町問手 20ml竺|菌1竺 10…雪世間 17mm一一

三割問lEUず型先端12i
菌設中央部は白色，紋 1 商務rl'央部l土白色，縁

(商業中央:;';{Iは白色.絞 lìll却は H月苛緑~黄鈍 l商業は白色p しわが形 1 辺f;f， f工茨緑--J在鈍色乙
C-20 I 辺~~iiは襖紋々~皮肉|色，放射状にしわが形 I/J比される~， ~""- w 1 ;:þ~とから放射状iこしわ

|色ο 菌叢直径 24mm I 成される。 I 菌叢直径 10mm が形成されるつ
l l 菌j1~1 i'1:径 26mm 菌叢ìl'I径 19mm

20 日後 (after 20 days) 

商殻は白色気巾前糸で発育きわめて不込，気 l
おおわれ，最外縁部は|菌叢は白色気中菌糸で l 中首糸は疎，明陪~貰|菌叢は白色気中菌糸で

Cー16 1 淡緑々~策沌色または|おおわれる i 々 i肉色または淡演依~I :おおわれる
波紋々~質問色し !菌f陸直径 26111111 京沌色。 1 菌護紅径 23mm
喧主砲主27.三mm 一 一|一菌草壁径三.5竺竺一一一一

C-14 I!~~l;è~= ~"向上 1 同トーこい l 同 ι
i商業庶径 25mm 商議庇径 21 mln 菌叢Irl.径 9.5mm 菌叢直径 20m111

C-21 同 f' n ケ 26mm! 同]:.，〆 28mml 向上C か 1l mm! 同上η N 20.5111111 

C-4 I 向上 グ 却 mml 同上。 グ 20.5 mm  I 同上 N 11 ・ 5mml 向上" 20mm 

cー 11 I 向上 グ 21 ・ 5mm:向上 ゲ l凶6川川m山1

ι3川!同上上ぺ " 288.5 m m  1同同 k グ 24.5 mm  1 同上c グ 1 1 mm , 1i¥J.r. " 20 m111 

工司向上。ヶ 22 m~;1正「 fLJιγ'/ 8.51向日L-7τ75;i1
|商業の表面はうすい白
|色気rl~献でおおわ|献は川知~制御は白色菌糸でおお|韓日立乎紅

ι20| れp 絃辺部は側々~I色，しわカftEれる。|わMr lh 一見淡黄緑~蹴
|苦難j釜山m 菌粧色 |菌叢直径 10.5111m I 色。商業|悩 24111111

Notes: 菌謎直径は〈トリ皿 4 個の平均を示す。

ヌド首のi告発京 kの菌設は最初jほとんど気中菌糸は認められず，鰍密な皮革状を旦してはなはだしく降起

し，後に菌議表面は淡桃色~白色の気rl"菌糸で店長われる(伊藤・渋川・小林 1952)ηTables 19~20 から

明らかなよう t:::.，培養の初期においては，各菌株ごとに菌叢の色彩に若干の差が認められるが，時日の経

過とともにその特色は不明となり，いずれも同ーの状況を呈する。供試 8 菌株のうち C-20 は他とやや

異なる井部tを甥わすが，その他はすべて特記するほど差異は認められない (Plate 1, L , M, N) 二

木菌の菌議は馬鈴薯寒天，醤泊寒天および W，\KSJ\IAN 氏寒天においては良好な発育をするが，ブイヨ

ン寒天では発育がはなはだ不良で、あるつなお分生胞子の形成が確認されたのは，菌株 C-20， 醤油寒天，

培養 8 日後においてだけで (Table 20)，他では確認するに至っていない。

顕微鏡観察によれば，幼若な菌糸は通直，無色または淡緑色で隔膜を有し，幅約 2.5 f' c 老成するに従

い，色は濃厚となれ太さもまして幅 10μ 内外に達し隔膜の数もいちじるしく多くなり，ゲンメ (Gem‘
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mae) 状あるいは序膜11包子

状の形態をとるようになる

(Text-fig_ 9) 。

2~3 カ月の士山主主(馬鈴

薯寒天〉では認められない

が， 5~6 カ nの古いもの

では，無数の spermogonia

および spermatia が:Jl手，，~

されp これは寄主上のもの

と， 形状， 大きさが等し

し、。

3_ 分生胞子の人工形成

Cercosρora J高臨むi は一

般に人工培養基上に分子1胞

子を形成することがまれ

でp 特に長期間にわたって

分生胞子を形成するような

状態に培養を維判すること

はきわめて困難だとされて

いる (NAGEJ. 1934)υ それ

----~でp この一一

201/ 

Text-fig_ 9_ Hyphae of C_ crypto附eriae 0口 potato agar-

(馬鈴薯寒天との菌糸〉
A: Y oung hyphae (幼若菌糸)，

B: Gemmae like bodies (ゲンメ様体)，

C: Chlamydospore-like bodies (ぽ1刻印 F様体)

Kn，I'A'l'日 ICK 必 JOl1NSON 1953，栃内・竹内 1953 ， etc-)。

主主基上で分広JJ包子を形成

し，かつ p この状態を永く維

持させるためにいろいろな

実験が試みられた(rlr[Ljら

1922，孔I[ATSUl\IO'I'() 1923 , 

NAGEL l.c. , Nλ( :Jcr， & 

DTETZ 1937, LEWS 1940, 

DIACHUM & VALT,};,\U 

1941，鈎方 1942 ， I'L'凸&

HOSAKA 1950，山田 1951，

I'1"6 & KOBAYA゚ Hl 1953 , 

本菌もまたこの例外ではなく， 分離土庁査のきわめて初期にわずかの分生JJ包子が形凶されることもある

がp 一般にはほとんど認められずp 上述の祁氏の方法を試みたがし、ずれも思わしい結果はえられなかっ

たニ特iこ古い培養から新たに胞子を形成させるために種々の培養基について実験を行ったが，ほとんど全

部失敗に終った。ただ一つ醤油寒天にだけは，古い併設からでも，わずかではあるが分生胞子が形成され
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ることを確l出した仁l'able 19)。これは著者ら(I'1'6 & KOBAYASl-II 1. c ,) がポプラの例t!f病菌 (C

ρopulina ELL. et Ev.?=Mycosρhagrella Togashiana K. I<J'6 et T. KOBλY.\出1II) について行った実

験において，ただプイオン寒天ょにだけ，古いJ-{I;..j!1からでも分生胞子が形成された事実にたi1J~してしら。

著者らが， ~F:ヲて土/~1rtした本菌の菌糸によって人工接種試放を行った場合lこ，接種後わずカ数日にして，

針葉上に噴議接種された微小な菌糸塊(ゲンメおよび「享膜JJ包子様件ゐ、ら llX:る)上[こ， ;;r)rたに分生子槙およ

び分生胞子が%úli:されることのあるのをしばしば!認めたべこのことから，本国の古L 、 h~'1止ーから無菌的に分

生胞子を形成させることを目的として次の実験を行ったっ

(1) 実検ブIjJ公 {!h試菌杉lミは C-3 (1949 作 8 月 11 日分離の後数回移析を行った〕 >�: JHい，実験は

1950 年(昭和 25 1['-) 5 ~ 6 月に行った。

ペトリ肌に泌紙を快きその上にスライド・グラスをのせて乾熱殺菌を行う。本商の試験符J{!i養から気中

菌糸を除いた部分の菌叢小片を殺菌白金線でスライト、・グラス上に移す。 ペトリ肌を御室状態に保った

め，脱問料íl (乾熱殺菌的み〕に殺菌蒸溜水を含ませて， I!針氏の一端に置し比較対照JIjとしてペトリ皿に

馬鈴薯寒天を市平に流し， これに上と同様に菌叢の小片を移植した乞 実験室内および 25'C 定温器に置

き，毎日顕微鏡検査して分生胞子の形成の有無を検査した

(2) 実喰結果 1~4 日後に分生IJ包子の形成が認められ，漸次胞子の数も増加してゆき，一部の胞

子は発芽するが3 この状態は本実験期間 (4~1l日〕継続した。胞子の大きさは 72~48x5~9μp 隔膜は

4~8 個を数え (Text引g. 10)，またこのようにして形成された胞子は約 70% の発芽ギを示したJ

かし対照区とした馬鈴薯寒天上には胞子の形成が全く認められなかったョ

4 凹にわたる実験結果を摘記すれば Table 21 のとおりである。

4. 菌糸の発育におよぽす温度の影響

(1) 実験方法

馬鈴薯寒天培養基を

使用し，ペトリ肌法

によれ菌設の直径

を測定して各温度と

菌糸の発育との関係

をしらべた なお供

試菌株は C-3 およ

び C-20 の 2 菌来、

で，実験期~Ll 1は 3 週

ni!としたっ

(2 ) 実f験結果

31 iilにわたる実演結

a~を Table 22 に示

す。ただし菌叢の

u日Eは各菌株，各温

，度，各回とも〈トリ

A B 

2も.u

20 必
'-一一一ー一一ー一一一」

Text-f ig. 10. Conidia 旦nd conidiophoreδof C. cryρtomerwe proヨuced

from the old culture by the moist chamb巴r treatπlent. 

(湿室処珂!法によって古い培養から形成された，分生JJ包子および分生子槙)

し
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Table 21. Artificial production of coロidi江 of C. cryptomeriae. 

第 21 災 分生/J包子の人工形凶実験

分生胞子の形成
Conidial production 

実験桝 1 実験期 1m T車問JL l | 

Exp. No ・ :Date of 叫町lment , " -"{oC) 湿室処混 |対照(馬鈴薯寒天〕
|Moistc山町( C0ml 

treatment(Potaωagar) 

V-26~\I- 2 室内 (15.6~21 ・ 4〉! + 

]1 I Vー恥\1- 9 グ (14.3~2 1. 5) I + 

IIf vrー 1~\ト 9 I グ (l7.7~21.3)i+
.. " 25 0C 定瓶

IV \'1 ーlO~Vト 14 I 室内 (18.2~む・ 8) I + 
125"C 定 m+

Table 22. Effect of temperatures on mycelial growth of C. cryptomeriae. 

第 22 表 菌叢の発育におよぼす温度の影響

Experi ment-1 

菌殻直径
Diameter of mycelial colo口y (mm) 

温度
Temp巴rature COC) 

日|い12 1 1い6 I 18 1 20 22 I 25 29 33 35 

5.5 1 11.7 1 17.7 1 24.0 1 28.0 29.5 1 20.3 。 。

C一一20 o 6.0 10.0 I 17.0 I 20.5 I 24.3 I 26.0 I 19.7 。 。

Experiment-2 

i 温度
菌株 Temperature (OC) 

加ck No'j ム-什 5 11ト可瓦17 20 戸I 5 1 29~31 I 33 35 

C-3 0 0 1.8.0114.3124.0 27.0 

C-20 0 0 7.7 I 13.3 I 23.0 ! 26.0 27.2 9.5 。 。

Experiment-3 

| 温度
Temperature ( C) 

Stock Noi …\ 6~7 !O~1211日6 [ 20 ¥ 22 ¥ 25 29~30 I 28~33 I 35 

C-:; I 0 I + I 7.0 i 13.0 I 24.5 

C-20 0 十 7.6 I 13.7 I 23.3 

28.8 11.3 I 5.0 I 0 

29.5 1 16.0 I 11.8 I 。

且 3~41困の平均である。

Table 22 からみられるように供試菌株間にほとんど差はなく本実験期間中では， OS~50C および 350C

以上では医糸の発育は全く認められず， 6つ~330C で発育し，最逐温度は 200~25CC としてよいもののよ

うである。

なお，比較的高温 (29C 附近〕で発育した菌設は淡挑紅色で仙の温度における緑色直叢とやや具なる

着色を呈した。
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5. 菌糸の発育におよぽす水素イオン湿度の影響

( 1 ) 突EK方法 馬鈴薯フIごうでを使用しペトリ肌泣;によった一 水素イオン濃度 (pH) は HCl および

NaOH の規定液によって鼠Eした。本実験にもまた C--3 および C-20 の l，t ;j菌株をmい， 実験J;:月間は

3'岨 1，\[1とした

(2) 突!験結果 2 IIIIの実験結*を Table 23 iこ示す ただし，首長の l~(径は各団，各菌株，各 pH

ごとに生れぞれペトリ皿 4 (図の平均(u'(であるつ

Table 23 から，本商の菌糸の発育はf1~j土';Mな 1'1断升:j!i IJおよびアルカリ性側を|冷き. pli4 ~8 の間て、it;jく禁

イオン濃度にあまり~t;~N~~されないようである c

Table 23. Effect of H.ion concentrations on mycelial growth of C. cl'yptcmeriae. 

第 23 '-'交 菌設の発育におよ lます pH の影響

Experim巴nt-1

商議直径
Diameter of mycelial colony (mm) 

fiî 糾;
Stock No. pH 

3 4.2 5.1 5.8 6.7 7.7 8.3', 8.8 

C-3 12.2 29.3 30.0 29.3 26.7 20.7 19.3 15.7 

C-20 10.5 31.0 :'>0.3 31.0 2ヲ o 20.7 18.2 15.7 

Experiment-2 

官U f* pH 
Stock No・ 7 0 

3 4 5 6 6 ・ 4 7.5 7.9 8.6 

C-3 10.0 2�.0 30.5 30.0 29.5 25 .. 5 22.5 17.0 

C-20 10.0 28.5 31.0 32.0 29.5 25.0 21.0 17.5 

考察および結論

Cercospora J1f\首似の地冬に闘する知見は多くの←唯一自に見られるが， 特にくわしく調べられているのは

テンサイ(甜菜)の掲斑病菌 C. beticola SACC. (Cet'cosporina beticola (SACC.) S\'EG.) についてであ

る。 POOf， & McKA� (1916) およびMcKA� & POOf, (1918) によれば， 本Æ，îの分生JJ包 Fはn外では

1~4 カ月で死i成するが乾燥状態に保っときはいJ8 カ n生存するとし，また本病の第一次伝染は主として

前年収穫後畑遣に残した桂病テンサイの組織内に菌糸態で越冬した病菌に由来すると述べている。中国・

中島・滝元 (1922) および滝元 (1923) の朝鮮においての実設によれば，本菌の分生胞子は実務室内では

かJ 16 カ月間生活力を有するがp 戸外で冬季には数カ月でほとんどその大部分は死滅し，特に土壌中では

冬を越して生存するものは全くなしまた被害葉を秋に土中に埋没した場合は約 4 週間後に胞子は全部「死

滅したと述べ，これらの事実力、ら本菌は土壌中および土壌ェ表面で越冬することはまれで，種子と共存して

越冬し，これが翌年の第一次伝染源になるものだといっている v しかしN.\GEL (1936, 1938) の報告は

これとやや飽きを具にし，本菌は土壕中で 9~27 カ月間生存して， 新たに発病させる能力をもっていた

え述べている。
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〆イズの斑点病菌 C. sojina HAIlA (C. daizu MIUl:.A) の分生Il包子は室内乾燥病葉とでは 94 日間生

存するが，戸外で越冬する可能性はきわめて少なし主として椴病茎，業の組織内で菌糸態で越冬するも

のとされ (LElL¥fAN 1928, 1934)，ウマプヤシの C. Medicaginis E. et E. (WOLF 1916)，ニンジンの

斑点病菌 C. carotae (PASR.) SOldlEDI (TH01IAS 1943) , ゾラマメのt輸愉紋病菌 C. fαめbae巴 FAU川川川v叱T引['1山'1川川1:川:リKYηy' 

(Cαe町Y何coωSρμorパi河仰a fαωbae (Lλ\l下?噌マ-'1'

すると報f色告LE- されている O ダイズ‘の紫斑病菌 Cercosporina Kikuchii MNI'su~lO'ro et TO~IO'"二日U もまた

これらと類似し，病斑上の分生胞子は収穫期になると i消失し，組織内の子座が1越冬し，き~年{vJ春~千:J;夏ま

でたえず古い病斑とiこ分~1:子校および分生胞子を生じ， これが第一次伝染源となるものである (鋳方

1949) 。

トマトの煤徽病菌 C. fuligena ROI ，DAN についての突験によれば(山田 1951) ， このJIjlÎ の分'l:1l包子が

附在している病葉を土壌中に組めた場合に，湿潤区ではがJ 40 E:lて、分生Il包子は生活力を失い J I:iと燥区では

if{J 4 カ月間J (11 月中旬~3 月中旬)発芽力を有し， また室内に乾燥放配したものは 6 月下旬までその約

1 9"ó が生活力を保ったご それゆえ，この菌の分生胞子は乾燥状態に保たれれば翌年の第一次伝染淑にな

りうるということである

完全時代を有する Cercosρora 11元首領については，イネの条英j:~í病菌 C. oryzina HkRA (8ρhaeruli仰

oryzina HARA) は病斑|吋で関糸態で越冬し，翌晩春に至りここに子肢を生じその上に分生子積および

分生胞子を形成し， さらに子~lliJ)包子も成熱する (針方 1949)" C. Physostegia~ W. A. JJmKTNS 

(Mycosρhaerella Physosteginae W. A. ]ENlGNめは越冬干同日今に分生胞子が形成されp つづいて ra~

胞子も突哀し(JEXl江川 1945)，スズカケノキの褐点病凶 C. 戸"atanifclia E. et E. は米国におL 、ては完

全日寺'r\: Mycos戸haerella ρlatanifolia COOKE の子嚢Il包子によって第一次伝染が行われる r:l:Jであるが

(WOJ.F 1938)，わが国では安全時代の形成は比較的まれで，主として特異な形状を呈する分生胞子によ

って越冬することが知られている (1吋& H08.¥KA 1950, {J1感・保坂・寺下 1953)0 ポプラの禄斑病菌

C. βフ仰lina E. et E.? (Mycosρha::rella Togashiana K. 1'1'δet T. KO I)AYA日111) (ITδ &K川~AYA日III

1953) およびクルミの白徴集l'i"t病菌 Cercosρorella sp. (8ρhaerul inαsp.) (伊藤・ノト林 1954) はとも

にp 病葉に翌春分生胞 Fがf4JLJ" されることはなし第一次伝染はもっぱら子主包j白子によ勺て行われる。

カキの角渡性落葉病菌 C. Kaki E. et E. に関する鋳ブ，] (1942) の líJ! 究によれば， この閣の分三i三Jl包 f

は室内での生活力保有期)1.:]1土少なくとも 1 カ年以とで，野外の生存期!日)1士約 8 カ月内外と認められ，なお

ご土成中に混じた胞子は位冬して主!春 5 月上旬までは存在し，わずかながら生活力のあることを示した ま

たこの菌は落葉の病斑rl'で高糸態で越冬しp 翌年新たに分生-(煩および分生胞子を形成することも降認さ

れている

スギの赤枯抗菌 C. cryptomこ:riae SHTJt.AT に凶する著者らの実験結呆は，コド菌の分Ll::JJi1-T- f土室内保存の

場合は翌年 4~5 月においてもきわめて高い発穿率を示し，戸外の越冬試験結二日ともまた，分生胞子は越冬

して~，t;!春の第一次伝染源になる可能性のあることが実l征されている。しかし，本菌の分生JJ包子は晩飲まで

にそのはとんど大部分は寄主体から脱落するので， 壬壌中で胞子が生存しているかし、なかを知るため，

i激害地のとj爽ヵ、ら n'IrÎi'病原菌の:検出を試みたが全く|境問Jこ終った。このことカ a ら本菌の分生JJ昌子が土壌中

で泣冬する照度はきわめて少ないものと考えられるが， カキの角斑性落葉病菌 C. Kaki について鋳万

(1. c.) がいっているように“土壌面に溶ドせる分生胞子は流亡して第一次伝染泌!となり得ざることある
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べきも，校幹・ュ官等vこ落ド附7百せるものは安全に越冬し，翌年における第一次伝染ìJJ/ となり fljべきは想像に

刻「からざるなり"との見併は著者らの場合もまた当然あてはまるものであろう l しかし ， C. cryptomeriae 

の泣冬状態として最も霊安なものは，多くの他の Cercosρora 菌と同橡に，寄主の病組織内で菌糸態で J立

冬する場合である。本商にはいまだその完全時代が見いだされず，未熟な子座あるいは菌糸塊の状態で越

冬し引春これ力、らう}g-:-r慢および分生11包了ーを羽?と{ミし，これが第一次伝染加となるのが，本病発生の経路

として最も重工要ーな事がらと考えられるし

HrGGrxs (1929) は C. viticola (Cm<.) SA山 • (Mycosρhaerella ρersonata HXGGT;¥;s) の分LJ二子授は

越冬後，好適な ~{Fトーではふたたびこれヵ、ら分生胞子を形成すると述べている 著者らの C.cryptomsriae 

は冬期間に大多数の分生子墳は脱落し，~春まで筏存するものはきわめて少なしまた咳存した分生子積

から翌春ふたたび分LJミ胞子を形成することはないようである。著者らのこの実験結果は Hn:c:てXR (1. c.) 

の場合とは駅なり，鋳方(l.c.) がカキのず]斑性it;葉山首、í C. Kaki について観察したのと同一てあった仁

Cercosρora 民間lffiの分生胞子が環境の度化によってその大きさおよび隔膜数に変異をきたす事実はか

なり多く知られており(中日・中心・滝元 1922 ， WEI， J，E円 1924， 1925, Llè日 ~L\X 1928, Hrc:GIXS 1929, 

JEXKXXR 1938, I'l'� & HOPAKA 1950，山[Jj 1. C. , etc.) , 特に湿度がその重要因子だとされている crl<

fL1ら1. C. , WJ<:LLER 1924, LEIIMAX 1. c')c この斐形のいちじるしい・例として，スズカケノキの梅点

病問 C.ρlatanifolia が著者ら刊行漆 .M反・寺ド 1953) によって報告され，これは単に;1w_lJ[の安イヒだ

けでは説明することはできず， 不j曲当なfL1境に対する耐久体の;古、義もあるのではないカ}と想像されてい

る。スギの C. cryρtú'/'ner;ae は C.ρlat仰ifolia の場合ほどいちじるしくはないが， 10 刀ド旬以後形成

される分生胞子はp ほとんと例外なしに隔膜数が多くなって紐れがはなはだしく， 着色もまた波厚にな

る。それで著者らはこれを，正常な分生!J包子ーに対して“l耐久型"とよんできた。この“耐久市W' 分生胞子

は来月IJに対する抵抗力，発]'開始Iιi~するH寺1;\] ，発.~ニの央!lI J)J などの，;行 I(i、じついては正常者~分g:胞了と犬き

な百二は[認められず，いわば見カ‘けの“l耐久引"にすぎない ただ，ややt主 1I すべき点は，戸外て魁冬させ

た;L~~j合に， 1 )jの発!J半 (25 コ C，蒸j関 7]\ ， 24 時間後)が{也の各月のそれに比べていちじるしノ低いが，

翠 2 月には発~'ó挙が大になり，これは実験を行った 2 カ年とも全く同ーの結果を示したc この原因につい

て詳細に論ずるに足る資料はないが_.定期1 :1 111):温に爆されるニとによって“耐久型"分生JJ包子(:J:.その

発見=がよく揃うこともありうると，説明をつけられないこともないように考えられるまた“耐久型"分

生胞子はその形状からみて{H:ih，UJtに対する抵抗力が大きいもののように忠われるが，これは令後の実験に

@された1 ~ 1題である

病組問内に菌糸塊の状態で蝕冬した C. cryþtomeriae は翌春分生r-t更をよ|ミじ p さらに分引j包子を形成

し，これは 4 月下旬~5 月上旬(東京において)に完熱する z 分生胞子の安熟する時期は温暖な地万では

早し 寒t令な地方ではこれよりもおくれることは容易に想像されるところである。 分生胞子完熟の時期

は，本病rt与l;;f;上きわめて重要な事項、で P すなわち，擢病苗あるいは擢病枝の除去仇去IJおよび薬剤散布開始

の時期はこれによって定まるわけである

C. cryþtomë1-iae の分生胞子は蒸j留水中でも 25 て C， 4 時間後には発芽し， 10'~45<'C の広範司で発芽

し， 150~30oC でl土発芽半にいちじるしい差は認められないc 分生胞子はまた関係湿度 92~100% では

発芽するが 87% 以下では発芽が認められなし、。したがって，スギ苗の生育期間中の病原菌の侵入および

発病は湿度によって左右されるところがきわめて大であるとし、L 、うる。また菌糸は 60~33-C で発育し，
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。り~50C および 350 C 以上では全〈発育が認められず， fi1:;ìi!J温度は 200~25'C であることは，そのj的!と範

閉が分生胞子の発芽よりもやや狭心特に高温度では菌糸の生育が不良な傾向がある。これは回場で病状

の進展が長年夏には緩慢で， V、になるにおよんで急激になる事実(続報に詳述の予定〉を裏付ーけするもので

あろう

C.αyptom3riae の分生胞子はきわめて稀薄な硫酸銅液によって発芽が阻害され，またボルド{合斉[]に

ついてもこのことは全く同様である。すなわちp 本国の分生J1包子の発芽阻害はボルド[合斉[]の濃度に大き

く左右されるものではなく 2 斗式， 4 斗式， 6 斗式， 8 斗式， 1 石式， 1 石 2 斗式および 1 石 5 斗式の

各濃度の間でp 分生胞子の発芽mli-:の程度にし、ちじるしい差は認められない。このことから，従来本病防

除に高濃度(1斗 5 升式~2 斗式など〉のボルドー合剤が倣fIJされてきたこと(北島 1916, 1917，今枝

1916) は反省されなければならないものと考えられる。

C. cryptcmeriae の越冬，生活閤および主たる第一次伝染淑が~jJJらかになったことから，本病防除のた

めの衛生処置のよりどころが把握され，分生胞子完熟の時期がわかったことから薬剤撒布の開始時期が決

定され，分生胞子の発芽条件が知られたことから伝染蔓延のはなはだしい，したがって薬剤撒布すr入念に

行わなければならない時期が想定され，また分生胞子の発芽を阻止するボルドー合剤の濃度に関する知見

から永い問広く慣用された高濃度ボルド{合斉[]に対して再検討の必要がおこってきたわけである r そして

著者らのこれら基礎的制究結果は，野原・陳野 (1952 ， 1953') の大4Jij莫な陸場防除試験の基準と，J:り，す

でにその真実性の裏付けがなされたこ

摘要

本報交はスギのす、枯病菌として最・も重要な Cercosρora cryptcmeriae SHIHAI の生理， 生間ド」諸tt'i立

を明らかにし的確な防除対策を見いwす基礎資料をえるために行った~i者実験を述べたもので，その概要

は次のとおりである c

1. 擢病苗上の分生胞子および分生子梗は 11 月中旬〔東京にてO 以下同じ)になるといちじるしく少

数になる。そして翌年 2 月末までにはほとんど大部分のものが脱落するが， 3 月上旬まで，きわめて傑少

ながら残存している場合もある

2. 寄主から脱落した胞子の運命の a斑を知るために，本病激主主地の土凄から分生胞子あるいは菌糸の

検出を試みたが，全くこれを見い出すことができなかった。すなわち，土察中で胞子あるいは菌糸態で越

冬する場合はほとんどないか，またはあってもきわめてまれなものと見てよいであろう。

3. 10 月下旬以降に形成される分生胞子は，正常型とはやや呉なり， 外見的に“耐久型"を呈する。

しかし“耐久型"胞子の大多数は発-;l力溶易で，正信型と比べてし、ちじるしい差異は認められない。

4. “耐久J\~J" 分生胞子についてT'i外で、越冬試験を行った結果:は， 12 Jl下旬~1 月下旬には戸外で

自然に発芽しているものがあるこそれ以後 4~5 月まで自然に発芽する割合は漸次増大してゆく。また自

然に号室穿した11包子を除外して人為的に発芽;出換を行うと，概して高い発芽率を示したが，ただ 1 月だけは

他のl時期よりもいちじるしくfIh 円

このことから，分生胞子はたとえ好適な環境にあっても，その大部分は翌翌‘春までで、に発克

が，しかし，きわめて少数のものは胞子態のままで生存する可能性はある。

5. 権病京日織内には越冬期間中， 12 月下旬~3 月下旬ころまで spermogonia が認められ， このなか

には spermatia が充満している。 spermogoma は分生子梗が着生した子座の A~Yri)が中空になって形成さ
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れる;場合と，このような子座とは無関係に形成される場合があるミしかし，本菌の完全I時代はし、まだ発見

されないコ

6. 本閣は寄主の組織IJqに未黙な子座あるいは菌糸塊の状態で越冬し， この，'，1\分に翌春新たに分三1:子

績を生じp ついで分生胞了ーを形成する 古い子臨またはIJìl.落せずに筏存した分生二什更からふたたび分~I;胞

子が形成されることはないようである J

分生胞子がす[たに形成される時期は，東京では 4 月中旬ころで，またそれが完熟するのは 4 月下旬~5

月上旬である。

本病の第一次伝染t土寄主体組織内に菌糸態で越冬し，翌春これに生成される分生胞子による場合が主要

なもので，その他l土実際 r.iまとんど問題にしなくともよいであろうじ

7. 本間の分生JJ包子は， m、j包水中で 250 C , 4 時間後には発芽を開始する ü 24 時間後の発完におよぼ

すj温度の影響は， 10o~45つC の広範問にわたって発芽がみられ， 150~30oCでは発芥主主にし、ちじるしい差

は認められなし、コしカ、し， 35つ C およびそれ以上になると発芽ギははなはだしく小となる なお，この関

係は正常明胞子と“耐久型" JJ包子との IHIにはとんど差は認められない

分生11包子はまた関係限度 92~100% で発芽し， 879.~ 以ドでは発芽がみられないっ

分子j; 1I8 rの発ザにおよぼす水素イオン濃度の影響は大きくはなく，侮jfjJな酸作I:1Wiおよびアノl カリ性側を

除けばほとんど影~~H主認められない

8. i日L険銅液l土分~JぅJJ包子の発芽をはなはだしく|征併するもので， 1.2, 0.6 , 0.5, 0.4 および 0.3% の

各濃度では全く発:!J二が訳められない 3 しかし， 0.24% (1 石式ボルド~合斉Ijに合まれる侃目立J;Hll聖度。以 F

同じ)， 0.2% (1 石 5 斗式〉および 0.12% (2 石式)の{JIR雲fit_では僅少ながら胞子の発芽がJl~ られるい

9. 分生胞子の発芽におよぽすボルドー令剤濃度の影響を 2 斗式， 4 斗式 6 斗式， 8 斗式 1 石式，

1 石 2 斗式および 1 石 5 斗式について調べた結果は，対照区に比べていずれもいちじるしく発芽を阻害し

たが，各濃度聞にはその程度にほとんど差が認められなかったG

10. 1953 年(昭和 28 年〕までに分離した本菌の培養医株 25 のうちから 8 産材、を選び， 馬鈴薯5忠

実， 1;守藤氏醤ìltr匁宍，ブイヨン寒天および WAKR~rAN 氏寒天に培養して，経過日数と菌殻の特徴を相互

に比較した~その結果;，土ì\ぎをの初期にはl菌設の色などに若干の差が認められるが，時日の経過とともに，

おのおのの特徴は判然としなくなった。ただ 1 菌株だけは他とやや目だった特徴を示したが，これも顕著

なものではなかったp

本閣の的手 U.馬鈴義明=天， 1時削')~~ヲておよび WAKRMAN 氏祭実では発育児好であるが，プイヨン f耳、うたで

ははなはだしく不以であった。

ll. Jtく菌は分生/!包子力 a らの単恒培交法による分離の初期に，僅少の分生胞子を形成することもあるが，

一般には静養基上に胞子を生ずるこ主はなく，古い九;養ではほとんど認められない J しかし湿室処理の一

方法によって，分離後約 8 カ月を絞過した古い培養カ s ら，分生胞子を形成させることができた

12. 土cl養基上には，正常な菌糸のほかp ゲンメおよび序膜胞子様体が形成され， なお培養後 5~6 カ

月経過する主， spermogogロia および spermati旦の形成も認められるコ

13. 本菌の菌糸は 6C~33つC で発育し， 00~50C および 35 C C 以上では全く発育が認められず，最適

温度は 200~250C である二また水素イオン濃度は菌糸の発育に大きな影響を与えるものではなく，極端

な酸性側およびアルカリ性側を除けば， pH4~8 の問ではあまり大きな差が認められない3
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図版説明

(Explanation of plate) 

A. Overwi口teri昭 diseased needles of Cryρt印日ria. 0立冬赤枯病擢病針葉ー) x6 

Photo. Dec. 21, 1948. 

B. Spermogonia of Cercosρora cryρtomeriae prodllced in the tisslle of the diseased needle 

overwintered. (C. cryptúmsriae の spermogonia) x 310 

C. Ditto. (同上) x240 

D. Stroma of C. cryptcmzriae formed in the tisslle of the diseased needle overwintered. (jt立

冬病針葉内に形成された C. cηρtc例eriae の子座) x240 

E-G. Newly formed conidiophores of C. cryptomeriae on the diseased needles overwintered. 

(越冬病針葉上にがfに形成された C. cryptomeriae の分生子l'l!) E , G X240, F x 180 

H-I. Newly formed conidiophores and yOllng conidia of C. cryptomeriae on the diseased 

needles overwintered. (越冬病針葉上に形成された C. cryþtomeriae の分生子梗およびÝ;]J若な分

生胞子) x240 

J.Ov巴rwintering conidia (“Dauerform") of C. cryptome打ae.(C. cryþtomeriae の越冬分生胞子

(“耐久型") x 400 

K. Ditto. (同上) x 180 

L. Mycelial colony of C. cryρtomeriae (C-3) on potato agar, after 8 days at 25"C. (馬鈴薯jJ~~

天上における C. cry�tomeriae (C-3) の菌叢， 25 0 C, 8 日後〕

M. Mycelial colony of C. cryþto明eriae (C-3) on 2% glucose ag訂， after 16 days 江t room 

temp. (2 %プドウ糖J}天上における C. cry�tomeriae (C-3) の菌叢，室温， 16 日後j

N. Mycelial colonies of several isolates of C. cry�tomeriae on various agar-medi且， after 3 

weeks at 25"C. (各種界天培養基上における C. cryþtωneriae の数菌株の菌叢， 25コC， 3 週間後)

a-d, C-20; e-h, C-3; i~j， C-2 

a, e, i.... potato agar (馬鈴薯寒天)，

b, J, j.... SAXTO'S soy agar (醤油寒天)，
c, g , k... .W.AKSl\IAN'邑 solution agar (WAKSMAN 氏寒天) , 

d , h, 1.... boui11on agar (ブイオン寒天).
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Etiological and Pathological Studies 

on the Needle Blight of Cryptomeria japonicαー 11.*

Physiological and ecological characters of 

Cercω:pora cη~ptomeriae SHIRAI, the most important 
pathogen of the disease. 

(Résumの

By Kazuo lTô , K�� SHIBUKAWA and Takakiyo TERASHITA 

In the previous paper (I 'rô , SnrJlUKA"・A and K013A Y Ai"III 1952) , the authors 

came to the conc1usion that Cercosρora cryρtomeriae SHmAT was the most 

important and virulent pathogen of the disea8e among many fungi inhabiting the 

blighted parts of the host. Then, to know the life-cyc1e and physiologica! 

characters of the fungus , the authors have made 80m2 experiments in Tokyo. 
Results obtained are summarized as follows: 

(1) In the middle of November conidia and conidiophores of the fungus on 

th巴 host were remarkably decreased in number outdoors , and almost all of them 

disappeared till the end of February of the following year. Trials of finding 

conidia from the field soil covered with the diseased Cryρtomeria seedlings by 

WrNOGli，A}JRKY'閉(1925) method have completely failed. Conidia of the fungus 

formecl in the late autumn were somewhat different in shape ancl structure from 

those formed in spring ancl summer. In appearances they were in "Dauerform" , 

but germinated readily (Text-figs. , 2, 8; Plate 1. ]. K). 

(2) Coniclia (“Dauerform") of the fungus kept clry in the laboratory coulcl 

survive for more than 6 months from the clate of collection. Overwintering of 

coniclia was tested in the apparatus protected from raﾏl1fall and wincl out of 

cloors (Text-fig. 6). Results showed that a large proportion of the conidia were 

viable ti1l the following spring, and some of them germinated in the wiEter_ 

From this fact it is considered that a very few of conidia exposed directly to 

the open fielcl may be possible to remain viable through the winter months, if 

they are kept in favorable conditions , though the probability may be very small. 

(3) Spermogonia originatecl either within olcl stromata comprising conidioｭ

phore bases or inclependently of such structures. They were initiated in late 

Octobεr and early November, and, while a majority of them matured in Decemｭ

ber, various developmental stages were found as late as ear1y spring on the 

ov巴rwintering needles. Perfεct stage of the fungus has never been discovered 

in spite of the authors' careful investigations (Text-fig. 3; Plate 1, B, C). 

(4) In t�1e open field stromatic-bodies or mycelial masses of the fungus in 

the host tissue lived through the winter. Conidiophores and conidia were newly 

produced abundantly from the surface of overwintered stromatic masses, beｭ

ginning as early as the mi己dle part of April, and they matured in late April to 

* The first paper under this general title was published in Bull. Gov. For. Exp. Sta. , 52, 
79~152 ， 1952. 



- 60 ー 林業試験場liJI'究報告第 76 号

巴arly May in Tokyo. The authors have believed that the organism under this 

conditions becomes the most important source of primary infection in the followｭ

ing year (Text-figs. , 1, 4, 5; Plate 1. D, E , F , G , H , 1). The old conidiophores 

remained through the winter dic1 not proc1uce conidia again during the following 

sprmg. 

(5) Conic1ia of the fungus germinatec1 within 4 hours at 25.C in c1istilled 

water. The maximum germination occurrec1 between 150 and 30 0 C , and the least 

at 100 or 450C. A saturatec1 atmosphere was almost favorable to germination 

of conidia, and they germinated also in 92 per cent relative humic1ity , while 
those kept at 87 per cent humidity and below 87 per cent showec1 no signs of 

germination. Influence of H-ion concentrations on conidial germination was not 

remarkable in nutrient solutions ranging from pH 3 to pH 9 (Text-figs. , 7 , 8). 

(6) Copper sulphate was very toxic to conidia of the fungus , and few of 

conidia genninatec1 even in 0.12 per cent aqueous solution of this chemical. By 

the slic1e.germination methoc1, effects of C"oncentrations of Borc1eaux mixture on 

germination of conic1ia were testec1. All of Bordeaux mixtures in the following . 
,concentrations almost completely inhibitecl germination of coniclia , anc1 ther巴

were no clifferences in toxicity among them: 1-1-10 , 1-1--20, 1-1-30, 1-1 

-40, 1-1--50, 1-1-60 and 1-1-75 Bordeaux mixtures. 

(7) Eight isolates of the fungu,s were culturecl on four kincls of agar-media 

and macroscopic appearances of mycelial colonies were observed. At the initial 

stage of culture , some c1ifferences were noticec1 among tﾌ1e isolates , but later 

they were not remarkable, except one isolate , C-20. On potato-glucose agar the 

colonies developecl as compact mats with velvet surface. The central and olclest 

.area of the colony surface was usual1y whitish to pinkish. The marginal contour 

was not fimbriate ancl clark green. The reverse of colony was jet black, and 

there was almost no cliffusion of color into the substratum (Plate 1. L, M , N). 

Young hyphae of the fungus on agar-media were very light brown or almost 

colorless , and old hyphae clevelopec1 to gemmae-ancl chlamydospore-like bodies 

(Text-fig. 9). On olcl culture of the fungus spermogonia anc1 spermatia were 

producec1 abundantly. 

As many other species of the genus Cercosþorσ ， coniclial procluction of the 

fungus in pure culture was very difficult, but the authors coulcl obtain frequently 
many conic1ia from old culture by a moclification of moist chamber treatment 

(Text-fig. 10). 

(8) The mycelium grew at the tempera四re ranging from 60 to 33.C, with 
an optimum at 200~250C. No growth occurrecl at 50C ancl 350C. The inf1uence 

of H-ion concentrations on 白e mycelial growth was not remarkable in solutions 

witll exponents ranging from pH 4 to pH 8. 

LADOH.ATORY 01' FOIm8'r PNfHOL竹GY ，

Go机1γ'官百E到ERl\)IE五xrrサ，'1' Fo加1日T郎'r 、 EXl'ER悶I口DIJ川I口u上1叩~' S~出伽rヨrj~凡、乙1企AγTTO山)以'S，

MEl<t:lW , TOKYO , ]Al'AN'. 
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